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日本人の動物観

－人と動物とのふれあいの歴史一

Ｑ
生

は やしじゅろう

林寿郎

(富士自然動物園専務理事）
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1．草食獣と人間

万葉集にシカの歌がある。

○山の辺にい行く猟師は多かれど
きおしか

山にも野にも沙小牡鹿鳴くも

○山近く家や居るべき沙小牡鹿の
こえ

音を聞きつつ宿れがてぬかも
いれ

く○夜を長承寝の寝らえぬにあしひきの
さおしか

山彦響め佐乎思賀鳴くも

昔，わが国にはたくさんシカが野生していて，いくら猟師がとってもとりつくせず，夜になると

シカの声でねむれないほどであったらしい。

北海道の海岸で,断崖絶壁の下におびただしいシカの骨が掘り出されたことがある｡百年よりもっ

と昔，まだ内地から日本人が開拓に出かける前，この地では挫耕も牧畜も行なわれなかった。アイ
さち

-ヌたちは山に海にその幸を求めて狩猟生活を営んでいた。そのころはおびただしいエゾシカが野生

していた。アイヌたちは，エゾシヵの大群を海岸近ぃ断崖上に追いつめ，狂奔疾走させ絶壁から転

落させていたといわれる。

コロンブスがアメリカ大陸を発見したころには，数千万頭のアメリカヤギュウが新大陸をおおつ

･ていた。白人が入植してからも，ひとつの群れが通過するのに1週間もかかったというから，いか

＃こヤギュウがたくさんいたかわかる。

アメリカインディアンは，白人がくる前菫では田畑も作らず，家畜も飼わず，もっぱらヤギュウ

･を狩って暮らしていた。ヤギュウの皮は，テント，敷皮，衣服となり，角や骨は細工物の材料，肉

は食料となったから，衣食住のすべてをまかなうことができた。

フランスのラスコー．スペインのアルタミラなどの洞窟には野生動物の壁画がある。このように

ヨーロッパには方点の洞窟にマンモス，シロクマ，トナカイ，野生ウ葦などの壁画がみられるが，

I中でもいちばんりっぱな油絵はヤギュウの絵である。これらの洞窟壁画は,最後の氷河期の終わり，

今から約2万年ほど昔，‘旧石器時代のものとされている。なぜ，当時のクロマニヨン人たちが，こ

‘のような壁画を描いたか。これは，狩の幸多かれと，壁画を描いた洞窟に集まって，まじないの儀

､式を行なったものと考えら.れている。
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ヨーロッパ人の祖先たちは，コロンブスが新大陸を発見する前のインディアンと同様な暮らしを

していたことは容易に想像される。

このような社会では，ヤギュウ狩りの名人が英雄であったに違いない。

ウシはボスのもとに集団で暮らし，角を持った強力な草食獣である。外敵に対しボスウシが攻撃

命令を下すと，全群一体となって殺到しきわめて勇猛である。アフリカの草原にすむアフリカスイ

ギュウには百獣の王ライオンも一目おいているほどである。北海道では内地からウシを連れていっ

て放牧したとき，牡ウシが襲ってきたヒグマを突き殺した話もある。

アメリカ大陸にはじめて東部と西部をつなぐ横断鉄道が開通したとき，いちばん手を焼いたのは

ヤギュウであった。前にもお話ししたとおり，この新大陸には数千万頭のヤギュウが野生しており〉

冬になって雪が降ると，ヤギュウの大群はメキシコのあたりまで南下し，春になって，雪がとける

と青草を求め，カナダあたりまで北上していたのである。

この新大陸に東西に鉄道が敷かれると，喜んだのばヤギュウであった。彼らはいつも刺しハエや

蚊につきまとわれていて背中がかゆい。ところが，大陸横断の鉄路に沿って延煮と電信柱が立って

行列を造ると，ヤギュウにとっては，かゆい背中をこするのにまことに好都合であった。南北に移

動するヤギュウは，東西に走る鉄路をまたぎながら，この電信柱でごしごしやるから，たちまち，

電信は不通になる。

また，インディアンは，昔の風習を変えず，ヤギュウの群れを追って暮らしていたから，彼らと

トラブルを起こさないためにも，ヤギュウを鉄道の沿線から絶滅させる必要が起こってきた。

バッファローピルの登場である｡鉄道会社に雇われたこの射撃の名人は,ライフルを片手にヤギュ

ウの群れにウマでかけつけると，まず，群れのボスをねらう。群れのウシたちは，魍膣すべきか，

退却すべきかボスの命令を待つ。どうやらボスの様子がおかしいとわかって，ボス次席の指示を仰

ごうとするころには，もうライフルの的となって，これまた動けなくされている。このようなこと
きわま

がくり返されていると群れの進退が谷って全体が立ちすくみ，次灸に撃たれてしまう。全体主義の，

悲劇である。

旧石器時代，ヨーロッパがおびただしいヤギュウの群れにおおわれていた時代，勇猛なヤギュウ・

のボス相手に闘ったクロマニヨン人の英雄の名ごりは今日スペインの闘牛にみられるとわたくしは

考えている。

ヤギュウで生計を立てていたのは人類ばかりではなかった。オオカミもその恩恵をうけていた。

しかし，彼らはおびただしいヤギュウの群れの跡をついて歩き，老衰などで倒れたものだけで満腹

していたと考えられる。たいていの草食獣は休むとき，風下を向いている。風上から近づいてくる．

敵は匂いでわかるけれど，風下からは不意に襲われることがあるからである。ところが，アメリカ

ヤギュウは吹雪の中でも，風上を向いてぐっすり眠っていることがある。これは,前半身が毛深く，

寒さに強いばかりでなく，角を持ち，集団で暮らすこの草食獣には，恐ろしい敵がいないからであ，

るといわれている。

アメリカにはライオンに似たピューマ，ヒョウに似たジャガー，そして，大きなオオカミも野生

しているが，元気のいいヤギュウの集団には手が出ないのかもしれない。

アフリカでは昔，スイギュウの大群が生息していた。これもライオンにとって苦手であり，また

銃を持った猟師にとっても，ライオンより危険な相手とされている。このように食肉獣に対抗でき

る草食獣が昔，地球上にたくさん住んでいた時代があった｡人類はそれらを相手に狩猟生活をして

いたのである。

ゾウの化石は約350種類知られている。約2万年前，旧石器時代のヨーロッパではクロマニヨン，

たちがマンモスを相手に闘ったことが知られている。しかし，大食いで，成獣になるのに20年も
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かかるこの巨獣は，環境の変化とともに次第に絶滅の道をたどった。

＝

2．家畜化の歴史をもたなかった日本人

さて，わが国にも，大昔，トラ，ゾウなどとともにヤギュウ，ウマなども野生していた。今日，

瀬戸内海の海底や，古琵琶湖層などから，ゾウ，ヤギュウ，シカなどの骨が発掘されている。岐阜

県可児町の中新世中期の地層からは三趾馬の骨が出た。ウマの祖先はアメリカの森林にすゑ，キツ

ネぐらいの大きさであった。それが，当時陸続きであったアリューシャンを通ってアジアに渡り，

草原に住むようになってから足の趾の数がへり，身体が大きくなったものとされている。蹄がひと

つのウマは尾張の熱田の貝塚や，東北地方の更新世後期の地層から化石の一部が発掘されている。

わが国にもウシやウマが野生していたことがわかるが，家畜とされているものの祖先ではない。

今日のウシやウマは糸な大陸から人によって渡来されたものと考えられている。つまり，野生の鳥

獣を家禽化したり，家畜化したりした歴史はないのである。

お隣りの中国は，わが国と同文同族というわけで，文化の上で近しい関係にあるとされている。

中国といっても広いが，鳥獣ばかりでなく魚まで飼い馴らした古い歴史があることを忘れてはな
がん

らないと思う。フナを金魚にしたのは中国である。そればかりでない,カモをアヒルに,雁をガチョ

ウに変え，そして，あの勇ましいイノシシをブタにしてしまったのは中国である。このぶんでいく

とヤマトマスラオも平和愛好者として飼育してくれるかもしれない。頼もしきかぎりである。

、

塗

王

星

＝

トンカツは日本料理だそうであるが，ブタ肉をわれわれが食べるようになったのは，今からたっ

た100年前のことである。

小鳥の飼い方をみてもわかる。

わが国でば野鳥をとってきてかごで飼い，その声や姿を楽しむ。外国の小鳥は洋鳥といって，巣

引きをさせ両親をえらんで品種改良ができるが，わが国にはこのよう液歴史はない。
ぶんちようじゆうしまつ

洋鳥といっても西洋の小鳥ばかりではない。文鳥はジャワのスズメといわれ,十姉妹は中国産

'の小鳥である。

、
一

3．暁闇の中か‘らの連帯

ニワトリの飼育も東西で大いに異なる歴史をもっている。今日，世界で飼育されているニワトリ

の先祖は東南アジア.に野生している赤色野鶏などとされている。

はじめ，ジャワやイン,ドなどでニワトリは闘鶏として飼われていた。アレキサンダー大王はイン

ドに侵入‘した.とき”それを持ち帰り，さらにテミストクレスが東方に遠征したとき闘鶏をみつけ，

これが西欧に転ｵつった。

当職テミ系.トク.し墨.の軍隊腱連戦連勝の勢いで，遠く故郷をはなれ東征したが，日時がたつに

－3－
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つれ，兵隊たちが妻子を思い，闘いにあきてきた。このとき，テミストクレスは兵隊たちに闘鶏を

みせ，このニワトリは何のために闘うのかと問うた。つまり，ニワトリは，勝利の栄光のために闘

うのであるから，兵隊たちも，ニワトリに負けてはいかんと，志気を鼓舞したという。

そののち,闘鶏のギャンブルは,ヨーロッパ全土に広まったが,その弊害のため禁止されてしまつ，

た。

一方，ニワトリは朝早く鳴くので，夜のやみをはらい，太陽を呼ぶ神聖な鳥とされていた。教会

のとんがった塔の上に，風見のニワトリが翠られるのはこのためである。

キリスト教では仔ヒツジをいけにえにする儀式があるが，この神聖なニワトリが代用品として使

われるようになった。そして，坊さんが，神に献げたおさがりを賞味するように，これが民衆にも，

知れ渡り，ヨーロッパでは，肉と卵のためにニワトリが大いに品種改良さればじめた。ニワトリの‘

大量生産がはじまったのである。

喜んだのはキツネである。今までキツネの餌であったノウサギや鳥類は猟師がとり，数が減って

いたから，当然ニワトリがねらわれるようになった。

当時は鉄板，金網，セメントなどが普及していなかったから，ニワトリは容易にキツネにねらわ

れた。キツネはオオカミやイヌの親類で利口だから，なかなか捕まらない。そこで，イソップでも、
キツネはずるい奴とされ評判がすこぶる悪くなってしまった。正一位，稲荷大明神とされているわ，

が国とは大違いである。

天照大神が天の岩戸にお隠れになったとき，天ノウズメノ命という女神がストリップショーを演
とこよのながなきどり

じ，そのとき常夜長鳴鶏が出場しているから，われわれの祖先とニワトリの関係は古い。

時計のなかった時代，船乗りは，朝を知るために，ニワトリを連れて航海していたことが知られ
ているから，わが国には，東南アジアから早い時代に渡ってきたものと考えられる。

抵羅:国?蕊聯宅僻,舂鍵純鍬≦騨融催､毒維雑種郷?鐘蛎蕊る。
土佐長尾鶏，黒柏鶏，地頭鶏，薩摩鶏，東天紅，鶉倭鶏，蓑曳倭鶏，声良鶏蜀鶏，蓑引鶏，
じどりしようこくしやもちゃぼひないかわちやっこ

地鶏，小国鶏，軍鶏，倭鶏，比内鶏，河内奴鶏。

これだけりっぱなニワトリを文化財として，われわれの先祖が残してくれたことは世界に類をみ

ないことであるが，政府も民間も，あまり大切にしていないことはまことに残念である。

ヨーロッパではもっぱら肉と卵のために品種改良されたニワトリは，わが国では，優美な姿や，

その声を楽しむために飼われたわけで，鳥獣に対する国民性の相違がはっきりとわかる。

《
》
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4．イヌが人間をまず伴侶に

ライオンがシマウマをとり，サルが木の実を食べていたように，われわれの祖先もはじめは天然

の資源によって暮らしていた。やがて，ヨーロッパやアジア大陸では家畜が飼われるようになった

が，わが国では野生動物を飼い馴らして家畜化した歴史はない。

ハニヮにはウマ，ウシがあるが，これらの家畜は承な大陸から渡来したもので，わが国原産の野

生のものを飼い馴らしたものではない。野生動物のハニワでは，サル，イノシシ，シカ，タカなど

があり，ハニワに類するものでは，クジラ，イカ，タコ，サカナ，イルカなどがある。イヌのハニ

ヮももちろんある。しかし，イヌは他の家畜のように，人類の祖先が野生のものを生け捕り，長ら

く飼育したものとはいささ力樋を異にしていると考えられている。

昭和26年の10月から，霊拝の6月まで，わたくしはケニヤの奥地で狩猟のためキャンプ生活を
したことがある。捕えた食肉獣の餌のためにも，また，われわれの食卓のためにもいつもカモシカ

などを撃ち，内臓は捨て，肉をテントの付近の木にぶら下げておいた。すると，ジャッカルという
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小形のオオカミがいつもテントの近くに現われ，捨てた内臓を食べにくる。もちろん，ハケワシや

ハイエナもくるが，ジャッカルはいちばんつきまとう。この小形のオオカミはライオンがシマウマ

などを倒すと，その残り物にありつこうとして，ライオンにつきまとっている。不思議なことにラ

イオンはジャッカルを襲わないのである。

人類の祖先がこん棒などをかついで狩りをはじめたとき，きっとイヌの祖先がつきまとったにち

がいない。イヌの祖先はジャッカルに近い親類である。イヌは頼まれもしないのに人間のそばに住

承つき，敵が襲ってくれば鋭い耳と鼻で主人と頼む人間に知らせ，また，あまり物にありつこうと，

これまた頼まれもしないのに獲物を狩り出した。

イヌの赤ん坊はかわいい。玩具のなかった時代，洞窟などに住んでいた人類の子供とイヌの子が

仲よしになったであろうことは容易に想像できよう。

われわれの祖先はヨーロッパ人や中国人たちと違って，野生動物を飼い馴らし，家畜化した歴史

はないと申し上げた。しかし，われわれの祖先も，大昔は狩猟で暮らした時代があったから，当然，

イヌの方がつきまとい，友だちとなることは考えられるが，わが国に野生していたオオカミが日本

犬の先祖ではない。

菱

I

竺

表

5．ネコとキツネとオオカミは守り神

ネコのハニワはみたことがない。イソップ物語にもネコは登場していない。ネコを世界でいちば

ん早く飼いはじめたのはエジプトである。

ケニヤあたりに3月中旬ころ降る大雨は，アフリカでいちばん高い東アフリカのキリマンジャ

ロ，ケニヤ山などにはばまれ，インド洋にそそげない。そして雨水ほ大きな湖となってたまる。こ

れが延々6千キロを北上するナイル河の源であるo6カ月かかってビクトリア湖からカイロに流れ
はんらん

ついて9月の定期氾濫となった。肥料の乏しかった昔，カイロはこの洪水のおかげで地味が肥え，
穀類や綿がたくさんとれた。そして，ピラミットがたつほどの王国が栄えていた。

しゅう

キリストの祖先アブラハムは羊飼いたちの大酋長であった。しかし，農業国として栄えたエジプ

ト人たちは，遊牧の民たちを野蛮人あつかいにして同じ食卓につくこともさせなかった。

地球上にはじめて現われたエデンの園の人類，アダムとエバはエホバの神が食べてはいけないと

命じていた禁断の実を食べたのでエデンの園を追われた｡そして，カインとアペルの兄弟を産んだ。
成長した兄は農耕をし，弟はヒツジを飼った。そして，エホパの神におのおの供え物をした。この
神様はヒツジの供え物は喜んだが，農作物の供え物には見向きもしなかった。エホバの神はヒツジ
を飼うことを奨励したのである。

あるとき，エジプトの王様，パロは夢をゑた。

彼はナイル河のほとりに立っていた。すると河から，肥えた7頭の牝ウシが上ってきて草を食べ
はじめた｡すると，そのあとから，象にくい，やせ細った牝ウシが河から上ってきて，肥えた美しい

くきほ

7頭の牝ウシを食べてしまった。それからまた別の夢をゑた。1本の茎に太ったよい七つの穂が出
てきた。すると，そのあとで，やせて，東風に焼けた七つの穂が出てきて，あの太って実った七つ
の穂をの孝つくした。

王様，ペロは心配した。大臣たちにたずねても,だれもこの夢をとき明かすことはできなかった.､
そのとき，牢獄につながれていたヨセフがいた。ヨーヒフはアブラハムのひ孫である。彼はこの夢の，
謎をといた。この夢は，これから7年間豊作が続き，その後7年間の飢餓となることを神がパロに
告げたのであると語った。

くら

ヨセフは大臣に任ぜられたoさっそく，大きな蔵をたて，飢鯉に備えた。

困ったことが起こった。インド，ビルマから舟で渡ってきたクマネズミが食料を貯えてある倉庫
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で増えはじめたのである,。エジプト人たちは，付近に野生していたネコを飼ってネズミ退治をさせ

た。これが，人類がネコを飼いはじめた起源である。

ピラミットを発掘するとネコのミイラがでてくる。穀物を守る神としてネコは大切に祭られるよ

うになったのである。

こんなわけで，わが国へネコが渡ってきたのはイヌ，ウシ，ウマに比べればずっとあとで，ハニ
象ずほ

ワにもネコはぶられない。わが国は瑞穂の国で，農耕民族である。したがって，渡り入れた穀類は

ネズミにねらわれたいへん手を焼いた。

ネコが来る前，もっぱらネズミ退治をしてくれたのはキツネである。また，畑など荒らしにくる

ウサギ，キジなども，キツネは追い払ってくれた。キツネ様がエジプトのネコと同様神として祭ら

れ，正一位稲荷大明神となったゆえんである。

わが国は島国であるからゾウ，ヤギュウなどの大形の草食獣は早くも絶滅し，トラもいなくなっ

た。いちばん増えたのはシカであった。このシカの害から田畑を守ってくれたのはニホンオオカミ

である。
おおぐちのまが熟

○大'口真神の原に降る雪は

いたくな降りそ家もあらなくに

大口真神すなわちオオカミの住む原っぱには，オオカミの住む家もないのだから，あまり，雪が

降らないで，とオオカミをやさしくいたわった，娘さんの作った万葉の歌である。

男はゑんなオオカミよ’などという歌は外国でヒツジを飼っていた民族の子孫の歌である。

わが国の神社ではオオカミの頭骨は御神体として祭られている。つまり，わが国の野生動物との

ふれあいの文化の歴史は，われわれ祖先自身が，自然の一員として，自然のバランスの中に生き，

繁栄し，築き上げてきたものといえる。

外国の文明の輸入に専心してきた明治百年を過ぎた今日，外国とわが国の文化の基底となってき

た大衆の実生活の伝統を願承ることは，明日の創造のために大切ではなかろうか。

おm1mlnj08nlljIlOI11U”1,0$”nU1uDIIIhI100011Illj00Ⅸ11u''0,91 投 稿募集 1811IuMm1uIlOIhⅡDOIパlIuOOOnlu80UdI1LuI$IIlIIMjI『IlOuOOmlm$弧

会員の皆様の投稿を募ります。下記の要領によりふるってご寄稿下さい。会員

の投稿によって誌面がにぎわうことを期待しております。

■技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表，自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか

りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に書いて下さい。複雑な図や表はなるべく

省いて下さい。〔400字詰原稿用紙15枚以内（刷上がり3ページ以内)〕

■林政や技術振興に関する意見，要望，その他林業の発展に寄与するご意見，本会運営に関すること，会誌に

ついての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結構です。

〔400宇詰原稿用紙10枚（刷上がり2ページ)〕

口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。

口図，表，写真などを入れる場合は，上記内の制限字数から1枚について400字ずつ減らしてお書き下さい。

口原稿には，住所，氏名（必ずふりがなを付ける）および職名（または勤務先）を明記して下さい。

口原稿の採否，掲載の時期については，編集室にお任せ下さい。長すぎる原稿は紙面の関係で掲載でき蓑せん

ので，お返しするか，圧縮することがあるかもしれませんから，ご了承下さい。

ロ掲載の分には，薄謝を贈呈いたし玄す。

ロ送り先東京都千代田区六番町7郵便番号〔102〕日本林業技術協会編集室
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林道の公道化傾向に

己シシ〆

一．夷‘一壱

関する小論

すずきたかし

鈴木喬

（林業経営研究所）
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1．民有林林道の公道的性格について

（1）林道の公道化傾向の背景

今日の林道は，『林道規程』（昭和30年林野庁長官通

達）の種類区分でいえば，構造的にはすべて「自動車

道」に統一されたといえるから，自動車の通行を可能な

らしめるという道路機能は，市町村道や県道などの公道

と大差のないものであり，林道は林業活動のためばかり

ではなく．本質的に多面的な道路機能の発揮の可能性を

有しているものであるといってよい。

昭和30年代後半からの過疎・山村･問題の顕在化は，山

村の僻地性・閉鎖性を打開する切り札的な施策として，

地域内および広域的な道路整備の必要性への認識を高め

させ，山村における道路不足を補うものとして，にわか

に林道の開設・整備に大きな期待が寄せられるようにな

ったわけであるが，そこで林道に期待されているもの

#ま，林道を整備して地域林業を活発化させることによっ

て，林業従事者の所得の向上を通じて地域経済の振興に

資するなどという，間接的でまわりくどいものでほな

く，山村道路としての林道自体のストレートな公道犠能

の発揮であるといってよい。そこでは，林道はなかば市

1町村道ないし県道的な感覚で受けとられているわけであ

為。

林道の公道的性格の顕在化ということの最も端的な現

象は，林道そのものが何年後かに市町村道等の公道に移

管されてしまうことでああ。民有林林道の場合にば補助

金の交付目的の持続期間の関係があったためか，公道へ

の移管の実態は表面に出てこなかったが，昭和46年度

の『林業白書』において，40～44年度の5年間に，開設

延長10に対して3の割合で公道に移管された事実を公

式に認めるに至った。

これらのことば，総じていえば林道の〃公道化〃とで

も表現すべきような状況なのであり，林道を単に木材搬
出施設として，ないしは，単に林業生産基雛としてとら

えるだけでは現実を十分に理解す場ことばできなL､。

しかし，この有形無形の公道化の傾向は，過疎・山村

問題を背景としての林道の公道的役割への期待の高まり

があることのほか，林業内部にも以下のような事情があ

ることを忘れてはならない。

最近の林道の開設現場の奥地化に伴う工事費の上昇テ

ンポに利用区域内の資源状況が対応せず，もはや林業内

部の資本の象では必要なる林道の開設が不可能になりつ

つある。また，従来は無償提供という〃良き慣行〃のも

とで比較的容易に用地確保が可能であったものが，林地

価格の上昇に伴い有償化の傾向が出てきており，林道事

業の遁大な阻害要因になりつつある。

そこで，逆説的ではあるが，林道ゑずからがその公道

的性格ないし公共性を積極的に標傍し，地域振興効果な

いし観光開発効果を積極的にPRすることによって，た

とえば，国庫や県費の補助率を高めるとか，地元負担に

おける森林所有者の個人的な受益者負担を市町村饗によ

る公的支出によって肩がわりしてもらうとか，林道用地

の確保も市町村行政の介入により市111J.村徴によって補償

してもらうなど，公的負担分を増大させるか林業外部の

資金を導入することによってしか現実の林道|淵設が進展

しないという事情もあるのである。

また，林道の完成後の維持管理についても，もともと

林業生産の技術的特質からして，林業活動のための林道

利用は間断的・不規則的・短期的であり，その維持修繕

はなかば放置に近い最小限のものとされるが，林道の公

道化の傾向は，一般交通のための恒常的な安全性・快適

性・迅速性の確保という観点から，林業上の必要性とは

無関係に，林道の維持修繕の完全性と黄任ある管理体制

の確立を社会的に要請することにな為。そのような林道
の恒常的な維持管理の完全性を林業内部の蜜金の柔で確

保することはとうてい不可能である。このような維持管

理の困難性も，林道の公道への移管および林道事業の公

営化をもたらす一つの大きな原因といえよう。

ところで，林道の公道的性格を菰極的に認めることに

よって，森林所有者からの個人的な受益者負担を徴収せ

ず，しかも用地補償も面倒象るといった，いわば行政主

導の林道開設は，たしかに〃林道事業の推進〃のために

は好ましい方向であるかもしれぬが，もう一度その林道

沿線の森林所有者に目を向けて象為と，そこにば依然と
して不公平の発生があることを忘れてはならない。つま

り，金銭的な負担なしにダダで林道がつくということ
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で，負担上の不公平は消滅しても，開設後の受益の面で

は，大規模所有者にはより大きな受益がという形での階

層間の受益度に格差が生じるのは避けられず，それを行

政がどのようにアフターケアしてゆくかが一つの課題で

あろう。

（2）林道沿線の林地転用について

林道が開設されることによって，その沿線の林地は，

その林道が自動車が支|朧なく走行できる継造規幡の道路

として，地域の道路網の一環を形成するものである以

上，好むと好まざるとにかかわらず，都市からの経済的

距離の序列に組承込まれ，その序列に対応した林地価格

が形成されるが，その林地価格は大都市近郊の場合に

は，森林経営上の地代資本還元価で朧なく，別荘，ゴル

フ場など他の用途への転用Ⅲi格である。艇地価梢以上の

林地の転用価格が成立したりするのは，もちろん林地の

移動・転用には別段きびしい法的規制がないため，農地

などより売買物件としての市場性が大きいことであろう

が，そのような転用価格の成立はまた将来の値上がりを

見込んだ投機的売買をも誘発し，ますますその一帯の林

地価格を上昇させる。

このような林道沿線の高い転用林地価格の形成は，よ

くいわれるように，値上がり待ちの経営放棄が承られた

り，経営拡大の阻害要因となるなど真面目な林業意欲を

失わせる危険性もあるし，もし実際に林道沿線の林地の

多くが他の用途の土地に転用された場合には，その林道

の林業上の利用も減少するわけで，それが多額の補助金

をもらって開設された林道の場合には，やはり補助金の

交付目的が達成されたか否か，ということが問題になら

ざるをえない。

林道の市町村道などの公道への移管という現象にぷる

ように，補助事業の直接対象物としての林道自体の転用

の問題も，たしかに補助金交付目的との関係では璽要で

はあるが，それよりも，その林道開設とセットさるべき

その沿線の林地の利用状況，とくに林地の転用の問題が
より重要である｡，

なぜなら，物理的構造物としての林道の道路機能は，

公道に移管されたからといって大きな変更を受けるもの

ではなく，むしろ地方自治体によって責任あるかつ良好

なる維持管理を受けることが可能ならば，その道蹄的機

能はかえって十全に発揮され，沿線の林業諸活動にとっ

てもより有利になることもあるが，これに対して，林道

沿線の多くの林地が，林道開設後数年で転咽され他の用

途に利用されるような場合には，林道を開設したことの

意味が根底からくずれるわけで，補助金の交付目的が達

成されたか否かという予猟執行上の手続き問題にとどま

るものでなく，林道事業のあり方自体が埜本的に問われ

ることになるからである。

農業の土地改良関係の事業においては，区画整理，瀧

排水路整倣，農道開設などが同時に実施され，その効果

や転用についても総合的な判断がなされるわけである

が，林業の場合には，従来から林道は林道だけの単独的

な事業実行が普通の形であり，林道（ないし作業道）開

設と造林，伐採等の林道沿線の林地利用とが組玖合わさ

れた事業形態がとられはじめたのは，里山再開発，間伐

対策事業，第2次林構（高集）など，ごく最近のことに

すぎない。

いまや林道自体と沿線の林地とは切り離しては考えら

れないのであって，少なくとも林菜政策の中の林道施策

である以上，林道開設事業は，その沿線の林地について

一定期間の転用禁止措置を伴わなければ，所期の目的が‘

達成されない場合がしばしば起こりうるおそれがある。

林道を開設・整備することは，伐採，造林などの林業諸

活動の活発化にはただちにつながらなくても，立木はあ､

わててきらなくても腐るものじゃなし，きりたいとき

に，いつでもきり出せる条件をつくっておくこと，つま

り，林地の潜在価値を高めることにこそ意味があるのだ

という考え方もあろうが，今日の備勢はそのような悠長

なものではない。重さに，林道が林地の潜在価値を高め

るというそのことが，林地の転用問題の大きな原因にな

っているのである。林道開設が，〃山盗り物語"とでもい

うべき外部資本による山林の買いあさりの顔払い役をつ

とめてはいけないのであり，林業政策の中での林道施策

のあり方が真剣に検討されなければならないであろう。

2．国有林林道の公共性について

（1）独立採算制の中での林道事業

国有林の林道事業は特別会計の独立採算制の中で実施

されるが，そこでの基本原則は林道資金の効率的運朋と

いうことであり，木材価格の中で回収さるべき固定資本

という性質上から，路線ごとの投資採算性が重視され

る。

そこでの採筑性の判断基準は，林道開設費と立木価格

ないし作業澱軽減額との比較であるから，この基準に立

つかぎり，民有林林道の場合と同様に林道の開設現場の

奥地化に伴う工事費の上昇と利用区域内の資源状況の悪

化のアンバランスに直面せざるをえない。そのアンバラ

ンスは，一般に国有林の方がより脊梁・山岳地帯に位瞳

するだけに民有林林道より深刻である。しかも，森林の

林道工事盤負担力が低下してい希にもかかわらず，国有

林の経営を持続的・円滑的に遂行するうえでの林道開没
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の必要度はますます大きくなっているのである。

国有林の粗雑な林道ｴﾘは，近ごろよく自然破壊の元

凶として内外のきびしい非難をあびているが，これは独

立採算制の中での劣悪なる条件の下で，やむにやまれず

延長第一主義に駆りたてられた必然的な結果である。開

設単価の上昇分は，噸年度収支の均衡を基本視点とする

かぎり，直接的な生産過程での合理化努力ではもはや吸

収しえず，結局は，林道自体の規格椛造を落とし，切り

捨て御免の安上がり工法を採用することによってしか，

必要なる林道量を確保することができないのである。

今後は自然環境の保全や通行上の安全性を考慰しない

わけにはいかないから,従来までのような低規格化安上

がり工法による「半製品」的な林道開設は大きな軌道修

正を受け，できるだけ「完成品」としての林道を開設し

てゆかざるをえないから，それだけ工事澱のかかりまし

分がふえることになる。もはや独立採算制の｢'4だけでの

資金運用の象では，規格櫛造上から象ての〃良心的な〃

林道開設は不可能であるといってよい。

そのうえ，次に述べるように，国有林経営上の必要性

とは必ずしも密着的でない対外協力的な林道開設および

林道管理への期待の高まりの中で，資金総枠を固定した

ままで〃真面目に〃それにこたえようとすれば，当然に

もそれだけ経営内部の必須経常的な開設資金と維持修繕

磯が圧迫されることになるが，このような事態を回避す

るべく，民有林林道の場合のように，林道自らの公道的

性格を積極的に唱えることによって，公的性格の資金の

導入をはかり，健全なる形での林道開設が促進されるこ

とが可能であろうか。

⑫）国有林林道の公共性の要請

国有林の林道事業ぱ，その独立採算制の建前から経営

内論理（二効率的な林道投資）が何よりも優先され，わ

ずかに国有林外の民有地を通過する到達林道を「併用林

道」という形で地元側と共同的利用を行なう以外は，お

おむね林道の〃公共性〃の発揮には無関心のまま推移し

てきたといえる。

しかし，国有林といえども全般的な林道の公道化傾向

をいつまでも避けきれるものでばない。とくに，国有林

の所在地の多くぼ日本の脊梁地帯であり，過疎貧困に悩

む山村地帯と重複する場合が少なくないから，地元山村

から承れば〃豊か〃で広大な国有林への期待は非常に多

様で大なるものがある。従来，国有称の地元対紫として

は，いわゆる地元施設と称する共用林野，貸付使用，部

分林などの林野利用をめぐる協力関係が主体であった。

しかるに，昭和30年代後半からの過疎・山村問題の顕

在化の中での焦点的対策ば，まず第1に道路不足の解消

ということであり，国有林の地元対策としては林道の開

設・利用が股も重要になってきたのである。

そこで，国有林側が要請された具体的な林道開設の方

向は，一つは，地域内道路網の一部としての部落連絡道

な､､し町村道的な性格をもつ伝統的な「併用林道」の開

設と，もう一つは，村内全体の僻地性・閉鎖性を打開

し，地域の総合開発を進めるための広域的な道路網の一

環として，奥地に存在する国有林を貫通する〃通り抜け

林道〃の開設と↓､うことであるが，より強く要請された

のは後者の〃通り抜け林道〃の開設である。山村問題の

顕在化の中で，自分の村の道路がいかに不足しているか

に気がつき，道路蜷備の重要性の認識を深めた山村住民

が，「そこに不可侵的な国有林があったために今ま電道

路整備が遅れたのだ」というやや感情的な考え方を抱く

のも無理からぬことであろう。

この国有林内の峰越し的な〃通り抜け林道〃について

は，国有林経営自体の必要度が特別に澗い場合以外ほ，

専用的な国有林林道として開設するのは採算上かなり困

難であることから，一種の官民調整策として，民有林林

道事業の中の関連林道，スーパー林道，幾免林道などの

方式で，国有林側は用地を無侭で貸し付け，受益の程度

に応じて負担金を支出するという形がとられる例がふえ

ているが，これとても予算上の制約と実施箇所に限りが

あるから，この方式による国有林内の〃通り抜け林道〃

の開設は，社会的要請のぼんの一部分を満たすにすぎな

い。

（3）一般会計導入の試桑の問題

昭和48年度の国有林野事業特別会計予算の要求段階に

おける林道耶蕊に関する大きな特色は，国有林林道の公

共性を論拠に-･般会計の導入がはかられたことである。

すなわち，当該事業要求総額250億門のうち，その約

7％にあたる17億円を一般会計からの資金導入によっ

て充当する措腫が考えられたわけであるが，その中身

ば，48年度開設予定の幹線林道550kmのうち,1路線

の延長が2.5km以上の路線176kmを対象に，その

〃公共性〃にかんがみ補助金交付的な助成として，民有

林林道との均衡を考慮のうえ，開設喪の65％に相当す

る17億円を一般会計より導入することにしたのである，

とされる。この助成率65％ほ，民有林林道でいえば旧

「大幹線林道」の補助率に相当する。

この一般会計の導入にあたっては，林野庁業務課林道

班が47年5月に実施した全国的な国有林林道の交通量調

査の結果，聯線林道197路線，事業林道148路線，合計

345路線の平均値で鍬たぱあい，民間利用が66.9％，国

有林利用が33.1％という具体的数値が得られ，これが

－9－



対大蔵説明の際の有力な論拠のひとつになったものと思

われるが，ともあれ，圃有林林道の〃公共性〃を強調す

ることによって一般会計からの資金導入が試承られたこ

とは注目すべきことである。

このように，国有林林道それ自体の直接的な公共性を

強鯛することによって，一般会計からの資金郵入の試承

がなされたわけであるが，国有林林道は，民有林林道と

は連い，国有林経営の一部門として行なわれているので

あるから，国有林林道の使命は，まず第一義的には国有

林経営の健全なる発展のための生産基盤たることであ

る。だから，筋論からいえば，まず何よりも，国民の期

待にこたえるべく国有林経営を健全な姿で巡営するため

に，どうしても必要な林道を整備するための資金を充当

するためにこそ，一般会計からの資金導入を堂掩と主張

すべきであり，しかるのちに，国有林林道それ自体の直

接的な公共性を発郷させるための社会的負担としての一

般会計からの援助を受けるということであろう。

なお，48年度国有林予獄は，その後の情勢の変化一

主として木材価格の高臓による収入増加の見通しがつい

たこと－により，林道事業費には一般会計からの資金

導入は行なわれないことになったが，49年度以降につい

ては一殺会計からの資金導入の必要性はますます強くな

るであろう。

個別経営におけ為固定資本の価値回転としての国有林

林道の減価償却を考えた場合，一般会計を導入しながら

機械的な減価償却を続げるのは何かすっきりしないもの

がある。毎年の林道の多額の減価償却は，国有林の財務

状況に重大な影響を与えるものであるから，理論的にも

形式的にもできるだけ簡明な形での会計処理が望まし

い。とくに林道とb,うものが，〃使い捨て施設〃として

の側面を残しつつも，今日では適度の維持修繕を続けな

がら，実際上ほ〃恒久的施股〃として運用されており，

会計価値と実際価値との乖離の問題はぜひとも再検討さ

れる必要があるであろう。

またこれと関連して，広域的に広範な公共性の発揮が

想定される国有林林道については，国有林経営に必要な

林道と明確に区別して，資本の効率化や資本価値の回転

を考感するべき従来体系とは別体系の，その全額を一般

会計の負担による開設をはかる方向なども考えられてよ

いであろう。それはまた，簸近大きく問題化してきてい

る国有林林道の責任ある管理体制のあり方とも関連する

事柄でもある。

※11の前半については鈴木喬『林道の機能と林道事

業』（48年3月刊日本林業調査会）参照

※22については鈴木喬「国有林林道の公共性につい

て」（『研究ニュースNo.3｣48年3月林業経営研究

所労働組合）を加筆訂正したものである。
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台湾省スギ林の考察

一台湾省2,000キロメートルの旅より－

菱、芽勝美
(日本林業技術協会顧問）

ワーー~ムー字一号一号す－▲一▼一斗ヘーマヶ雫ｰず－A一宇●羊一了e、多ムーヶザ､4－▼~合､彰錬吋令斗一

l.台湾省の豊かな生産カ
スーシャソ

東京の羽田空港から台北の磯山空港までの距離は，東

京と福岡間のおよそ2倍にあたり，ジェット機でわずか

3時間足らずである。

台湾の英語称フォルモサは,いまから約4百余年前,ポ

ルトガルの航海者が台湾海峡を通ったとき，緑でおおわ
イラーフォルモサ

れた美しい島を承て「うるわしの島よ－IIhaFormosal

と嘆声を発したことに起源する。台湾という呼称は，階

段になっている台地に囲まれた港湾，という印象からつ

けられたといわれる。また，かつて日本人は台湾を「蓬

莱鳥」とよび，中国人は「宝島」といい伝えてきた。

これらの呼称のなかにあるイメージにもかかわらず，

また台湾の恵まれた環境,すなわち全島平均年雨殿は2,

500mm以上,なかでも阿里山では実に4,400mmに達し，

年湿度平均ほ80％以上と著しく高く，本質的に農林産

物の高い潜在的生産力をもっていたにもかかわらず，か

つての台湾は必ずしも経済的に豊かな宝庫とはいえなか

った。これらの潜在的生産力を現実の経済的生産力に導

いたのは，先人の絶大な努力によったものである。たと

えば，農業では磯永吉博士による日本種イネの育種に基

づく蓬莱米の創出があり，森林経営では阿里山,太平山，

八仙山等における運材の技術開発がある。とりわけ，阿

里山の開発は，河合鋪太郎博士の決定に基づき，大正4

年，嘉義から阿里山に至る延長75km,高低差2,400m

を営を辛苦のもとに|睡道55,橋梁114をもつスパイラル

路線を敷設し，亜熱帯から亜寒帯を一挙に通過する阿里

山森林鉄道の完成によったものである。

また，台湾は全島の約5分の3が山岳地帯で，島のや

や東寄りに縦断する中央山脈があり，最高峰の玉山（旧

新高山)3,950mのほか,3,000m.を越える高山が50余

座に達している。それらは南画そのままの美しい景観を

呈し，かつ各所に温泉を湧出し，幾多の異色ある世界的

観光演源を潜在している。それらの観光資源に近づきや

写真－1太魯閣（タロコ）峡谷の秘境にはいる

東西横貫公路の入口

すぐ，楽し染やすくしたものは，台湾政府のな詮な象な

らぬ努力によるもので，東西横貫公路の完成をはじめ，

阿里山ほか各所の森林遊楽区などがある。しかも台湾の

地理的位瞳は世界各地を結ぶ航空路線のかなめにあた

り，この点からも世界屈指の観光地に価す鳥。

さて本論は，このような背景にあって，日本のスギが

どのような役割を果たしたか，に焦点をしぼって評価す

ることとした。

2台湾省の森林の位置づけ

台湾本島は東経120.02'～122.00'，北緯21.53'～25.

17′の間にあって，北回帰線が嘉義市付近を通過してい

る。南北の長さは約385km,東西の最大幅は約143km

である。面積は約357万6千haで，九州本土の365"

5千haとほぼ等し↓､。このうち森林面積は196万9千

5百haで溺琳率は55%にあたる。これは九州の全森林

面積267万haより71"ha小さい。ちな承に九州の森

林率は島禽を含む全土420万haに対し64%にあたって

いる。

台湾の森林状況は，「台湾省林務局業務簡介，1972年
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4月」によると，次のとおりである。林地総面積196万9台湾で杉木というのは広葉杉のことで，日本のスギぼ

千5百ha(100%)の内訳は，針蕊樹林37万3千ha(19%),柳杉と呼ばれている。また，日本人がスギに次ぐ(亜)と

広葉樹林142万7千3百ha(73%),針広混交林5万5千3百いう意から亜杉と呼んだものは，台湾では台湾杉と呼ば

ha(3%),竹林11万3千9百ha(6%)で，広葉樹林が圧れている。これはすぐれた台湾の固有樹種である。

倒的に大で，竹林のかなり多いことが注目される。ちな承に，台湾産松柏類植物の種類は,柳楕氏著「台

標高別の森林面稜では，標高1,200m以上の地域が湾産松柏類植物地理之研究,1966」によれば,壷1に示

100万8千haで51%を占めてﾙ､ることが注目される。すとおり,7科,15属,26種があげられて､,る。俵中，

樹種の日本名と＊印は筆者が付記したものであり，標高

3柳杉（スギ）人工造林の現況分布には観察地点が示されているが省略した)。

表－1台湾産松柏類植物の種類と垂直分布

一士

一
－

極

一一

｜標高’｡’樹 日本名

l紅豆杉(Taxaceae)

（1）紅豆彩(TaxuschinensiS)

I穂花杉(Amentotaxaceae)

（2）穂花杉(Amentotaxusargotaenia)

Ⅲ粗榧科(Cephalotaxaceae)

（3）台湾粗榧(CephalotaxuswilSoniana)

iV羅漢松科(Podocarpaceae)

（4）恒春竹柏(PodocarpusfOrmosensis)

（印南港竹柏(P.nankoensis)

（句桃実百日青(P.macrophyllus,var.nakaii)

（7）非律賓羅漢松(P.philippinensis)

（8）蘭喚羅漢松(P.polystachys)

V松科(Pinaceae)

（9）台湾冷杉(Abieskawakamii)

⑩油杉(Keteleeriadavidiana)

⑪台湾雲杉(Piceamorrisonicola)

⑫威氏帝杉(Pseudotsugawnsoniana)

⑬華山松(Pinusarmandi)

⑭馬尾松(P・massoniana)

⑮台湾五葉松(P.morrisonicola)

⑬台湾二葉松(P.taiwanensiS)

⑰鐡杉(Tsugachinensis)

Ⅵ杉科(Taxodiaceae)

⑱杉木(Cunninghamialanceolata)

＊密大杉(C.konishi)

：ド大鮎雨(C.1anceolata,formdaiten-u)

⑲台湾杉(TaiwaniacryptomerioideS)

Ⅶ柏木科(Cupressaceae)

⑩台湾肯楠(ColocedruSfOrmosana)

働紅桧(Chamaecyparisformoensis)

⑫台湾編柏(C.taiwanensi9

斡刺柏(JuniperusfOrmosana)

鋤緑背刺柏(J.f､,var.concolor)

鶴香柏(J.squamata)

“清水山桧(J・tsukusinensi$

‐

クイワンイチイ 1,000～3,000

ウラジロイヌガヤ 800～1,300 ～

タイワンイヌガヤ 1,300～2,700

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

１
１
１
１

Ｊ
，
夕
ｙ

一
一
一
一

岸
叩
叩
叩

海
３
３
３

タイワンマキ

ナンコウナギ

トガリバマキ

ナソバンイヌマキ

？

ニイタカトドマツ

アプラスギ

ニイタカトウヒ

ニイタカトガサワラ

タカネゴヨウ

タイワンアカマッ

タィヮンゴョゥ

ニイタカアカマツ

タイワンツガ

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
５

７
６
２
７
３
３
３
０
１

Ｊ

，
９
Ｊ
，
＃
，
〃

一
一
電
望
】
罰
剖
趨
弔
詞

３０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
５
０

８
３
３
０
３
３
３
７
８

Ｊ

，
，
Ｊ

ｊ

２
２
乱
２
１

淵

､号>〃

コウヨウサン

ランタイスギ

ダイテンウ

タイワンスギ

1,300～2,800

1,300～2,800

1,300～2,600

ショウナンボク

ペニヒ

タイワンヒノキ

タイワンピャクシン

ハマネズ

タイワンピャクシン

ツクシビャクシン

０
０
０
０

０
０
０
０

９
６
８
０

２
Ｊ
，
夕

１
２
２
３

一
一
一
一

０
０
０
０

０
０
０
０

３
０
２
３

Ｊ
ｊ
ｙ

ｌ
１
２

一壱

3,000～3,800

2,200極小面積
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表-21965年末樹種別人工造林面積

造林樹樋

相思樹(AcaciaconfUSa)

広葉杉(Cunninghamialanceolata)

木麻黄属(Casuarinaspp.)

琉球綴(Pinusluchuensis)

柳杉(Criptomeriajaponica)[B]

ユーカリ属(Eucalyptusspp.)

スラッシ松(Pinuselliotti)

アブラギリ属(Aleuritesspp.)

その他の樹種/竹(Othertrees/bamboo)

合 計[A]

|面積(ha)I(%)
290,880

28，160

24，720

22，640

21，820

5，040

3，700

860

293,600

(43）

（4）

（4）

（3）

（3）

（1）

（1）

（0）

(42）

691,420(100)

台湾導入樹種のおもなものには，柳杉・琉球松・スラ

ッシ松およびユーカリ属などがある。

台湾における樹種別人工造林面積の資料は見当たらな
かったので,｢REPORTONMAN~MADEFORESTS

INTAIWAN(英文)」から，昭和40年末(1965)の人
工造林面積を引用すると，表－2に示すとおりである‘。
前掲「業務簡介」には，昭和35年(1960)以降年度ご

との伐採，造林および柳杉造林の面積統計が記載されて
あるので，これから昭和45年末の統計が計算される。
すなわち，昭和41～45年の人工林面積158,300ha[C]か

ら，昭和45年末の全人工林面識は,[A+C]で849,710

haとなり，全森林面積1J969,500haに対し人工林率は

36％となる。柳杉？昭和41～45年の人工林面積7,337
ha[D]から，昭和45年末の柳杉人工林面積は,[B+D]
で29,157haとなる。それゆえ柳杉人工林面積ほ全森林

面積に対し1.4％，全人工林面積に対し3.4％のわずか

なものにすぎない。しばしば，台湾では柳杉が莫大な面

秋に造林されているとの話をきくが，かりに上記の統計
精度が必哉しも高いものでないとしても，柳杉人工林の
面積は台湾省全体から承れば莫大なものではないといえ
よう。

ここで，なにゆえ台湾で柳杉がこのように造林される

に至ったかの経過とそれが批判をふくめて述べたい。

A柳杉の種子所要量は，ほぼ確実に日本から輸入さ

れ，養苗は1-1で容易に山出苗木となり，植付けの活蓋

がきわめてよいことが採択されたゆえんの一つである。

〔解説〕スギが台湾にはいったのは，田中市二氏(1914）
によれば，明治29年に台北付近にわずかの量をまいたの

がはじめで，明治34年に基隆水源酒養林に植林された。

その地位はあまりよくなかったが，雨量が多いので，か

なりの成長を示したと記録されている。早尾丑麿氏編

,｢日本の林業」（昭5）によれば，〃阿里山の官行斫伐跡

写真－2旧東大台湾演習林長西川末三先生が

明治43年に植栽した61年生柳杉造林

地(600m8/ha)

地は大正元年に阿里山作業所において造林したのを始め

とし，台中州八仙山事業地,羅東太平山事業地(濁水渓）

においても伐木にともなって造林を開始した〃と記赦さ

れてあり，これらの地域には柳杉の人工林が多く承られ

る。

旧東大演習林では，西川末三初代演習林長によって明

治43年に柳杉が植栽され，現在62年生となり立派に成

林してよく保存されている。

台湾林業に長く貢献された梶豊・成松俊男両氏による

と，「昭和7～8年頃までは，かなりさし木苗（成松氏に

よれば台中では九州メアサ系・智頭産）が導入されたが

成績の芳しくなかったため，その後はもっぱら実生苗が

用いられた。種子と苗木は鹿児島県の種苗業者から吉野

スギと指定して購入した」という。ちな承に，さし木造

林の不成功はかなりの大苗（1回床替）で，苗丈に比し

根系が貧弱で，かつ乾燥傾1句の土壌に植林されたためで

あるまいかということである。また，種子と苗木は吉野

スギとして発注されたが，現実の林分にはさまざまの系

統のものがまざっている。

旧東大演習林の造林に努力された今尾清九郎氏によれ

ば，「演習林での種子は奈良県下の種苗業者から購入し，

もっぱら演習林内で播種義苗された。また，秋田スギ・

智頭スギも産地種苗業者から種子を試験的に少避導入し

た。なお，さし木苗はすぺて演習林の吉野スギ造林木の

穂木によって苗畑と林間苗畑で養苗したが，さし木苗に

よる造林はあまり沢山はなかった。直挿造林は少愛試承
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たが不成功であった」と記惚されている。筆者は台湾に

おいての直挿造林は，旺盛な生育をする雑瀧木とのから

みあいもあるが，高湿度と多雨とから品種と適地を選べ

ば，あるいは成功の可能性があろうかと思料する。

戦後は，大阪府ほかの民間種苗業者が種子を納入して

いたが，優良種子の保証がなかったため，昭和27年|公川

恭脆先生渡台に際しての助言によって，昭和27年以降は

台湾政府から林野庁が依頼をうけ，それを外林産業（昭

和43年以降は日本林業技術協会）に委託されて年を

1,000～4,000ﾉの種子を輸出している。種子産地は秋

田・前橘・大阪営林局管内国有林と愛媛県下民有林の指

定母樹林によっている。

現在台湾には50年生以上の林分があるにもかかわら

ず，ほとんど結実のみられないのは不思議である。すな

わち，阿里山母樹林では結爽促進のための疎間が行なわ

れているが，栄養成長が旺盛なためか林縁木でも結実が

ゑられない。現地林務官の話によると約35年生までは

まったく結実がないという。しかし，台湾ではリス・ム

ササピの剥皮食害が環状剥皮的役割となったものか，こ

れにはしばしば豊富な結実のあるものが散見された。

採種のためには優良母樹の穂木から採種園を造成し，

ジペレリンを活用することを勧めたい。

なお，さし木苗の養成は緒についた現況である。

B柳杉人工林の初期成長は，概してきわめて良好で

ある。これも柳杉の採択されたゆえんの一つである。

〔解説〕台湾におけるスギ育林の技術体系を簡単に述べ

よう。橋本与良博士は，スギ人工林の対象である中山地

帯（約600～2,000m)の土壌はBD型,BE型に相当し

良好な土壌であるが,A層は比較的浅く,B層は有機質

による着色が少なくて暗灰色を帯びていると述べ，黒鳥

忠博士はBE型ほ台大実験林渓頭にの承，承られたと述

べている。なお，柳杉はBE型からBD型の承でなく，

Pwi型土壌でもかなり良好な成長を示していることは不

思議である。

標筒は約600mから2,300m以上にわたって植林され

ているが，低標高・高標高とも成長不良で，対象となる

のは800～2,000mである。とくに適しているのは1,000

~1,400mで阿里山の喰起湖，太平山，藤枝などの，こ

の地帯に良好な林分が蕊られる･

ha当たり植付本数は，古くはおおむね3,300本であ

ったが，昭和36年ごろからは4,000本となり，最近は

2,500本となっている。下刈りは原則として6年間で，

第1．2年目は年3回，第3．4年目は年2回，第5。

6年目は年1回，通計12回行なわれる。間伐は玉山・

藤枝営林区でよく実施されている例もあるが，全般的に

著しく手遅れであり，枝打ちはまったく行なわれていな

い。皆伐面職は台大実験林では3ha以下，阿里山営林

区では9～50ha,平均30haときいた。台湾の急峻山

岳地形ではできる限り伐区を小さくし，かつ分散するこ

とを割錘したい。農復会森林組の林文鎮氏が，抱護樹帯

を残存し，細胞式造林を強く捌錐していることを高く評

価する。林木にはリス．ムササピによる樹幹の食害が目

につく。また，地域によっては~三又木，根曲り木が散見

された。その原因ば初期成長のよいこと，雑草の圧迫に

よること，あるいは誤刈りによるためかつまびらかにで

きなかった。人工林の林分構造は樹高．直径ともに個体

変異が著しい。この原因の確実な解析は困難であるが，
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図－1台湾と秋田地方のスギ樹高成長曲線の比較
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図－2台湾と妖肥地方のメギ樹高成長曲線の比較

（注）○劉慎孝ほか：台湾柳杉林収謹表，台湾
省林業試験所，1955．
○藤信夫ほか：秋田地方すぎ林収穫表，

秋田営林局，1944．
○妖肥地方すぎ林収穫表，林野庁林業試験
場，1961.

一差

－14－



考察としての第’は苗木不足のため'00％の得苗率で選

苗がなく山出しの行なわれたこと，第2は初期成長が早

いため成林の途中で優劣の差が助長されること，第3は

種子に早生・晩生系統が混在したたあなどによるもので

あるまいか。

伐期は台大実験林で35年，玉山林務管理虚陳文測副虚

長は標高約1,400mで30年，その上部で40年，さらに

上部で50年の伐期を提唱されていた。

スギの林分収穫表から，日本の秋田・飲肥両地方と台

湾とについて樹高成長を比較すると第1、2図に示すと

おりである。l等地は限られた地域であるからさておい

て,1．m等地についての比較では，台湾柳杉の初期成

長は顕著に良好であるが，40～50年生では日本の暖地に

属する妖肥地方と比べても著しく良好であるとはいえな

いように読歎とれる。

異

、

桑

望．

写真－3成縦不良なサツマメアサ林分（左側）4柳杉人工林の今後の問題点

メアサ系の柳杉は全般的に成長不良であり，秋田産の

ものがかなりよい成長を示し，一般に吉野スギとよばれ

ている林分の個体変異の著しいことなどから，台湾では

種子輸入に際し日本のどの産地のものがよいかに深い関

心がもたれている。筆者の視察した限りでは，次の三つ

の柳杉産地（系統）試験があった。

(1)台大実験林，渓頭経営区6林班，面積3.47haに昭

和16年設定された試験地がある。昭和21年の調査結果
は，表－3のとおりである。

表－3溪頭柳杉産地（系統）試験地の樹高成長比較

び11系統の種子を送付し，昭和45年に試験地が設定さ

れている。

(3)現在王啓無教授を中心として，林業試験場戸田良吉

博士の協力のもとに100系統の種子が昭和47年に送付

され，試験計画が進行中である。

どこの産地（系統）の種子を導入すべきかは，各地域

での比較試験の結果をまたなければならないが，台湾の

多雨，多湿の環境ならびに既往造林地の成績などから〉

屋久スギ，魚梁瀬スギ，熊野地方産，秋田スギなどが〉

あるいは適するのでなかろうかと考えられる。

しかし，これと併行して現実林分の個体間変異城長賑

棲蘭山では凍害抵抗性）の著しい実綴から，現存高齢人

工林からプラス木を選抜し，これから採種園を造成し非

系統選抜育種によることが成績向上に役だつと考える。

－

－－

成
績
順Ｉ 備考ソ

耀識
吉野スギ1．

智頭スギ1．

秋田スギ1．

籟葱1.0ql81,8004.
妖肥スギ1．

擦葱'・
アヤスギ1．

恵撫鍜菱::茎:|：

①この資料は野口氏の好
意により入手した
②1甲歩は0.9699ha

③台湾産のスギ材は黒心
が多い｡黒心は遺伝的
立地的に起因するとし、

う報告がある。黒心は

降雨量の多いことに起
因するものかについて

矢板スギの母樹に赤心
黒心の選ばれたことは
興味深い。

巴

＄

5柳杉人工造林の評価

台湾導入の日本スギに関しては各種の批判をきく。そ

のおもなものば成長が良好にすぎ年輪幅が広く，黒心材

が多いなど経済的価値が劣る。このようなスギ林を拡大

したことは,将来の需要に危‘腿があるとするものである。

そもそも，台湾では伐採跡地は必ずす象やかに造林す

ることを至上施策としてきた。スギ林地帯においてすぐ

れた固有樹種としては，まず台湾スギがあげられるが，

その苗木の根系は直根性で支根が少ないため活着の劣っ

ていることと，種子採集の困難なことが造林の進展をほ

ぼんでいた。また，広葉杉は風衝地帯で風折れの害をう

けやすい欠点がある。現在は台湾固有の同属の密大杉，

栽培品種の大鮎雨について，胡大維氏を中心として熱心

、

この試験はくり返しがなく，植付本数も少なく林齢も

若いので，にわかに結論はいえないが，九州産さし木品

種の成績が悪いのに反し，裏日本産のものが晩生種にか

かわらず比較的よい傾向の承られるのは注目に価する。

②渓頭営林区2林班および内茅浦営林区大源に，台大

の要請によって林業試験場岩ﾉll盈夫氏がそれぞれ8およ

■卜
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な育種研究が進められている。ベニヒの天然生は，スギ

造林地に誘導的に侵入するが，戦後はわが国と同様，量

産思潮が圧倒的で初期成長の遅いベニヒは重視されなか

った。

筆者の見解をもってすれば，上述背景のもとにあっ

て，まさに柳杉惟救世主的役割を果たしたものである･

柳杉造林面積は先に述べたように全体からぶれば莫大な

ものでなく，初期成長の旺盛なことに起因するマイナス

面は高伐期によって将来の木材需要の増大に備える必要

がある。しかし造林は単に木材生産のみでなく，世界的

観光地としての台湾森林の景観維持に柳杉の果たした役

割のきわめて大きいことは本論に述べたとおりである。

さらに台湾の多雨のもとで急勾配地形の土砂汗止に果た

した柳杉造林の意義は朧かりしれないものがある。かり

に柳杉造林がなかったならば，山地河川の荒廃は想像に

絶するものがあったと思われる。以上柳杉造林を高く評

価するゆえんである。

あえて助言を述べれば，わが国のこれまでの反省と同

じく避産主義，亜高山地帯への拡大造林，大面蔽一斉の

連続皆伐区の路線は，すゑやかに森林の公益機能と調和

した保統生産の路線に切り換えることが肝要である。こ

のためには全島の立地区分の究明のもとに適地適木を確

立すること，柳杉の育種・育林技術の推進，台湾杉のポ

ット造林技術・コウヨウザン属の育種，質的にすぐれた

紅桧，台湾扇柏の更新技術の確立など本論に述べた諸点

について研究の推進を切望するものである。

1972年訪台中，格段のお世話になった挫復会森林組長

楊志偉氏，森林組林文鎮氏，台大玉子定教授をはじめ多

くの方盈に心からの謝意を表するとともに，最後に科学

に国境なく，全地球を緑でおおうことは人類の悲願であ

ることを強調し，筆者訪台中の詩歌（呂錦明・李新鐸両

氏訳）を次に掲げて摘筆する。

紅繪美林，繁茂ﾌﾊ雪山嶺，威威雄姿，其経寒霜幾何。

台湾山林箸五木，翁諺成林奪衆目，願其保育能長久，

惠我國民永世雨。

國民幸幅頼山林，林學研究所振興，尤重紅桧與扁柏，

造林保育慶有成。
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ス ギナ（とくさ科）
考えられてきたようである。しっと

りとしめった柔らかい春の土を分け

てポッツリと筆の先のような頭を出

す，水ぬるむ春の景物としてまこと

に愛らしい。類似植物にはイヌスギ
、銭か

「ツクシ誰の子スギナの子」と古

くから呼ばれているように，ツクシ

はスギナの胞子穂（実葉）で，別種

のものではない。この実葉茎は栄養

茎（スギナ）よりも早く芽を出し春

を告げる代表的な野草である。土佐

ではあまり利用されていないようで

あるが，県外ではいずれの地方でも

古くから食用に供しており，またス

ギナも若茎は食べられる。地下茎は

長く地中を横走して次点と広がり，

畑地や時には水田の中にまで繁茂し

てくるので農家にとっては厄介視さ

れる植物でもある。

早春まだ肌寒いころ日当たりのよ

い土手などに出かけてツクシを摘む

のは昔から楽しい行事の一つとして
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日 本林業の印象

－とくに林地肥培をゑて－

日本学術振興会の援助により，東京農工大学林学科川

名教授のもとに，4カ月間，客員教授として滞在した。

その間，西日本を中心として各地を旅行したが，これを

要約すると〃日本の造林技術は集約で,かつすばらしい〃

ということである。

ファースト・インプレッション

首都ワシントン市からボストン市までのメガロポリス

嘘わたくしもよく知っている力;，アメリカ合衆国の約半

分の人口をもつ，高い人口密度の日本の実態はわたくし

にとって驚異であった。人口の圧力によって土地が貴重

:なものとなり，土地集約な取扱いになっていることが印

･象的であった。

土地に対して人口の圧力が加わっている例は多く承ら

・れたが，東京近郊の多摩ニュータウンがその1例であ

る。この地方の住居の需要がインスタントともいえる40

万都市の計画をもたらして､､る。このよく設計された都

I市は東京地区の景観を変えつつあり，東京艇工大学波丘

地研究所試験地が都会の海の中の緑の島のような形で残

ることになるだろう。

これらの基本的な印象が，わたくしの訪日前に読んだ

り聞いたりしたこと，直接訪問してみたことの多くを正

しく理解するために役だった。日本にくる前にはこの状

況を理解しきれなかったし，土地の集約的な利用の真価

を認めることもできなかった。人口の圧力を理解したこ

とが，わたくしの訪日の最大の収穫であるともいえる。

､このことはまた，帰国してからニューヨーク州のシラ

ーキュースで，わたくしの大学の学生や同僚に，あるいは

アメリカの林業技術者たちに，日本の林業の研究と応用

とを適切に説明するために役だつものと考える。日本を

,訪れる機会を得たことをたいへんうれしく感ずるととも

･に，さらに多くのアメリカの林業家が日本を訪れて，わ

:たくしの享受したような経験をうる必要があると確信し

アルバート．L・リーフ

(罧桑了曇曇錨妾森室壌学教授）

ている。アメリカの林業技術者は日本の集約な林業技術

から多くを学ばなければならない。

造林の歴史に一驚

土地の高伽liなことと，集約に使っていることとならん

で，日本の造林技術が実に長い歴史をもっていることに

も驚いた。アメリカではヨーロッパの造林に深い関係を

もっているので，わたくしばかりでなく，多くのアメリ

カの林業技術者にとっても，日本の造林の歴史は知られ

ていないと思われる。アメリカの林業ば今世紀初頭にや

っと始まったものである。50～70年前には林業技術者は

少なく，しかもヨーロッパから移住したり，ヨーロッパ

で教育をうけたりしたものであった。したがって，現在

も19世紀後半の北欧・中央ヨーロッパの林業の歴史に

はくわしいが，日本の林業の長い歴史について知るもの

はほとんどない。

宮崎県の妖肥林業地を訪れたときに，300年の造林の

歴史があると側かされ，吉野を訪れたときに500年前に

始霞ったといわれ，さらに尾鷲地方でも植林の歴史が，

300年であることを知った。アメリカが1776年に独立し

てわずか200年(1776～1976)の歴史であることを考え

ると，日本の林業の歴史が驚くほど長いことが理解され

よう。このことは川上村で250年生といわれるスギ造林

地をみたり，小国町でほぼ200年生のスギの老木をみた

りして，滞在中しばしば味わったことである。

単に植林の歴史が長いばかりでなく，それに続く保育

技術の歴史も長いことが印象的であった。川上村でスギ

の老木の新しい伐根をみたが，間伐がよく計画され，集

約に管理された結果，年輪幅の均一になっていることが

認められた。

日本にいる間にわたくしは日本の各地の社会文化の歴

史を知るために，歴史的な場所を訪れた。それは文化と

その発展が，現在の林業技術のあり方にかかわりが大き

－17－



いと考えたからである。森林環境に対する日本の歴史か

らくる判断は，森林に由来する食物，住居材料の穂類や

森林の美的，精神的価値などに影響を与え，たとえば社

寺林，床柱，茶の湯用木炭，座敷用木炭，シイタケその

他の食用林産物の利用，庭園木，福岡市民の森のような

公園や，都市林，千葉県で承たグリーンベルトなどの形

で現代の日本社会に生かされている。日本は海に囲まれ

ているために食生活に魚を多くとり入れていることが特

徴であるが，森林もまた文化に強く影響を与えている。

日本人が森林環境の尊さを十分理解し，それをよく利用

していることは各地の訪問の間にくり返し拳ることがで

きた。

島根県石見町の天川夫人は家から2時間の道程の急傾

斜を上がった林地に造林し,くり返して下刈りし,毎年敷

蕊をし，施肥し，そのうえ枝打ち・間伐もしている。現

在，その林ば8年生のりっぱなヒノキ林になっていて，

樹高9m以上，胸高周囲12cm以上の木が含まれてい

る。そこでは微砂質植壌土の比較的密な土壌が粗艤な有

機物の多いものになり，団粒構造が発達してきていた。

この努力には感激した。

土地が貴重なので労働がむずかしい急峻な土地にも，

築約な林業が展開されている。わたくしはこのような地

形のところにこのような集約な林業が行なわれているの

をかつて知らない。平坦地とちがってこれらの労働条件

の悪いところで下刈りがくり返され，枝打ち，間伐，雪

起こし，あるいは施肥が行なわれていることはたいへん

なことである。アメリカのような広大な平坦地で，高度

に機械化された林業でも多くの地方で労働者の需要が問

題になっているが，日本のこのような条件はさらに労働

者の問題を大きくするであろう。

水準の高い民間技術

目黒の林業試験場本場，九州支場，関西支場および浅

川の実験林を訪れたが，林業の研究の内容もわたくしの

期待どおりで感動した。またわたくしの滞在した東京艇

工大学や九州大学の林学科，あるいは鳥取大学の砂丘研

究所，さらに東大愛知県演習林などでゑた研究も期待ど

おりであった｡また,わたくしの訪れた各県庁での研究や

応用にも感服した。さらにこれらの各機関で丁重かつ親

切な歓迎をうけたことに深く感謝している。

しかし，垢そらくわたくしがうけた最も感動的なこと

は，政府や教育機関の援助をあてにせずに，私有林所有

者たちが，独自の林業研究を行ない，技術を駆使してい

ることである。田辺市の多屋氏，串本市の矢倉氏，岐阜

県の石原氏および尾鷲市に近い松永氏など，わたくしの、

訪れた所はすばらしいものであった。アメリカの山林所

有者には，このように林地に強い興味をもち研究してい、

る人はほとんど認ぬられない。日本のこれらの山林所有

者は個倉にそれぞれの立場に応じた林業技術をつかって

いる。その環境に応じた造林技術にはほんとうに感動じ

た。

松永氏は長年にわたり，川名教授と共同して更新保育
について研究し，成果をあげていた。尾鷲地方ではまた

私有林と国有林とで林地の生産性に非常な違いが象られ
た。営林署の林では広大な皆伐地が，海岸の国道からさ

え望見できた。これが，土壊流亡をもたらし,､地位を悪
くし，徴気候を変え，更新した木の成長を悪くしてい

た。急峻な山腹や尾根すじの造林では，18年生のヒノキ

がやっと下草の上にふえる程度にしか成長じていなかっ

た。これは近くの民有地の同齢の造林地とたいへんな進
いであった。1973年の3月10日に林野庁が日本の国有
林の大面積の皆伐を減らすと発表したことを旅先で聞い

た。これは尾鷲営林署管内で，大面積皆伐の悪影響をみ
たちょうどその日に得たグッドニニースであった。

林地肥培のこと

いろいろな経験の中で，林野庁が後援して毎年行なっ

ている林地肥培コンクールについて，とくにふれる必要

がある。これはアメリカ林業では用いられていないよい．

普及奨励の形態であり，山林所有者間に集約な造林技術

をすすめるすぐれた技術であると考える。今年のコンク

ール出品箇所のいくつかを川名教授とともに訪れる機会
をもって，それらが非常に集約な造林労作の上に成しと

げられていることを認めることができた。年平均1メー

トルの樹高成長をしている5～15年生のスギおよびヒノ

キ造林地を訪れた。これらの造林地は非常に価値のたか’

いもので，ただ単に施肥しているばかりでなく，よい枝

打ち，スギのハチカミに対する対策，雪害に対するひき

起こし，間伐による密度調節など鯛それぞれ他の造林技

－18－
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術もまたすぐれていた。

多くのコンクール出品者は，初め2～5年毎年施肥し

て閉鎖をはやめ,下刈りを減少させていた。初めの，～2
年は肥|斗ば個盈の木の周囲の枝先の外側に施肥されるこ

とが多く，その後は広く散布する。いろいろな種類の肥

料が用いられているが，その多くはN,P205,KzOが，

2：1：1となっているか，またはN単肥であった。施

肥麓は出品者の間で非常に異なっている。

毎年のコンクールはすぐれた普及計画である。林業家

岻コンクールで競うばかりでなく，その後も引き続いて

努力をしている。島根県川本町で，わたくしは21年生の

筵ノキ造林地を訪れた。これは10年前にコンクールに

入賞した林分である。現在16～17mぐらいの樹高で，

]81cmぐらいの胸高直径のすばらしい林になっていた。

所有者の会下氏はこの林に2～3年肥培して，3年休み，

また同様の施肥をくり返している。また島根県江津郡の

早見氏の林で，わたくしは14年生のすばらしいスギ造

林地をぶた・ここは集約な施肥を行なって樹高17～18

m，胸高直径30cmになっていた。人,々はもし無施肥

なら，ここでは何倍かの時間を要するだろうと話してい

た。

この毎年の林地肥培コンクールは，すばらしい普及計

画になったばかりでなく，それは樹種，成長，地位およ

び保育の間の関係について何年間も情報を与えている。

さらに，コンクールをとおして森林所有者の興味の拡大

をもたらしている。

エトセトラ

その他印象的であったことは，①京都，奈良でみた床

柱の生産技術，②九州で実用化されている林木育種の知

識である。

床柱の生産は，わたくしにとって初めてのことであっ

たので，非常に興味があった。この持殊なスギの生産物

は別の撫育技術により，高価ではあるが高い価値のもの

を生産している。スギの品種によっては天然シポを生

じ，色がうすく，光沢のある高価なものをつくるという

が，一般には竹の小さな棒を木のまわりにワイヤーでま

きつけ，1～2年後に伐採して，人工的にシポをつくっ

ている。伐採後，ていねいに剥皮して，注意ぶかくみが

,き上げ，洗って乾燥をていねいにし，市場へ運ぶという

過程も興味のあるものであった。

床柱生産のスギ林の一つの特徴は，’伐期を通じて，

常に高密度に保っていることである。ヘクタール当た

り’10'000本という植栽をしたり，伐期に3,000本/ha

を保ったりしている。高い枝打ちによって，完満度を高

くするとともに，これが林床に陽光を入れる働きをして

いる。

しかし，一般の林の中には本数が多いにもかかわらず

枝打らの行なわれていない林も時に承られた。林床を暗

くし，地床植生の発達を妨げられる急傾斜地では将来，

土域流亡の問題をおこすのでばないだろうか。スギ造林

地では落葉や落枝は林床でうごきが小さいので，落葉，

落枝が小さいヒノキと比べて，問題は少ないかもしれな

い。しかし，多くの例から成長している森林で，面積当

たりの本数が少ない場合，たとえば強い間伐を行なった

林分では，エロージョンに抵抗力をつけていると考えら

れている。多雨地域において急傾斜の多い日本ではとく

に考えるべき点であろう。

日本に端ける造林の長い歴史の間に，床柱，板材．柱

などいろいろの木材の用途力§ひらけ，土壌と立地条件の

知識，さらにスギの品種の認識が生じたことはたいへん

すばらしいことである。多くのスギ品種の例を見せても

らい，説明をうけて，それぞれの品種間の地位要求度，

成長戯材質，材生産の価値など性質の違いがわかった。

わたくしは冬に訪れたので,樹冠の形,幹の形とともに，

葉の色の遠いもみることができた。九州各地にお､いて，

山腹をながめると，異なったサシキ品菰を川いた造林地

が,緑のモザイク模様を示しているのがぶられた。異な

った品稲は異なった生産目標と異なった立地条件に応じ

て選ばれたことは明白である。

このモザイクの型は大面積にわたる単一栽培（モノカ

ルチュアー）をさけている。モノカルチニアーは昆虫や

病気その他の害をうけやすくなるというような強い冒険

をおかすことになる。これはまた土壌肥沃度を低下させ

るかもしれない。

日本でみた多くのものは，伊勢神宮の宮域林のほかは

比較的短伐期施業であった。また1972～1973年にかけ

て，わたくしの訪れた所は多く降雨、気温のパターンな

ど気候条件がよい地域で，土壌の物理性も樹木の成長に

適した所であった。これば過度に暑かったり，寒かった

りするアメリカ合衆国の多くの地方と対照的で，肥料の

効果もより大きいものと考えられる。南九州の都城営林

署で説明をうけた国有林の肥培展示林の例はその好例で

ある。これは林業試験場九州支場の鱗博士と共同ですす

められたもので，50年生のスギ林に施肥して4年後に，

労貸．利息などを含む施肥の徴用の10倍の収入に当た

る成長を示したという。また伊勢神宮では，200年伐期

でお扉材を生産しようとして．48年生のヒノキに施肥し

ていた。無間伐・無施肥のものは胸高直径成長が2mIn

であるのに対して，間伐無施肥のものは5mm,間伐．
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施肥をすると10mm(年輪幅として5mm)になっていので．不適当であると間↓､たことがある。アメリカ合衆

た。すなわち，間伐・施肥を組み合わせると対照区の5国では，ヘリコプターは1日のうち，日の出直後の風が

倍，また間伐区の2倍の成長を示している。壮齢林肥培問題にならない2～3時間しか利用しないことが多い。

の効果をたしかめるための実験はここでも．さらに追加しかし，2～3時間利用できれば，肥料は大面稜に効果

する必要はあろうが，その好結果も約束されているよう的に散布できる。

に思われた。以上要約してわたくしはふたたび冒頭のとおり〃日本

急傾斜のために，造林作業は困難であるが，肥料運搬の造林技術は集約で，かつすばらしい〃とくり返した

や施肥もたいへんなので，わたくしは林地に対するへりい。日本学術振興会がアメリカの林業技術者に対し，わ
コプター施肥に興味をもっている。そこで機会あるごとたくしと同様のよい機会を得させて下さることを希望す

に日本における人手と航空散布との違いを聞いたが，相るとともに，アメリカ合衆国政府にもまた同様のことを

対立する有利，不利二様の回答を得た。小面積所有者で希望する。

も|司時に施肥する場所で，共同して比較的大面積にまと川名教授，東京蕊工大学林学科の方為ならびに，わた
めれば，ヘリコプターを用いることが最も経済的な施肥くしの日本訪問について見聞をひろめ，忘れがたい経験
方法になるのではないだろうか。もちろん，森林所有者を与えられた日本の林業関係の方之に対し，厚くお礼を
が航空散布より手でまく方を好む場合には，経済的以外申し上げる。
のさまざまな理由があるであろう。ある場所では風向き（川名明訳）
が常に変わり，また複雑であって航空磯には危険である
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に皮針形。秋，数個の星状こえているか，限界ぎりぎりのと.ころで，むしろヒノ＃

11

皇は帯茨色。この植物は傷キの植栽を考えた方が安全である。；
民間薬として，金創，打傷“漂疸(外)，乳腫，丹蕊ミミつo

f
,尋歴"六；11;穴;ハr奉或、釣兇匡 （内）に効くといわれ，線香の香料にも用いる。f

ｒ
９
ｒ
も
夕
、
〃
小
″
小
刎
鷺
吐
＃
や
ｒ
噂
〃
、

》ﾓｸﾚﾝ科､シｷﾐ属の常緑小高木で,本州(関東侭｡立息亟芯‘篭泰.~‐“－＝.『……’
;以西),四国九州,洲穐に分布するが,庭園や墓地に このように,シキミは,主とLて地位Mに相当するi
;も植えられている。 ような立地を主として指標するが〆さらに低し､立地に！

；葉は互生し,狭倒卵形また臓長楕円形,全縁,革質 も出現することがある。したがって宗シキミの多く承；

《で光沢がある。春，小枝の上部に淡黄白色の両性花をられるような場所は，スギの生産立地としては限界を；
《

；つける。花弁は広線形または皮針形。秋，数個の星状こえているか，限界ぎりぎりのと.ころで，むしろヒノi

iにならんだ袋果をつけ,種子憾帯茨色｡この植物は傷キの植栽を考えた方が安全である。，
iをつけると特有な香気をはなつ。 民間薬として，金創，打傷“漂疸(外)，乳腫，丹蕊I
： （内）に効くといわれ，線香の香料にも用いる。
；属名のIlliciumはラテン語のillicio(誘惑）から X

一角ウーク域萄少~詩句4屯6陵むら員J少､止輔凸認4鉢q韻晶“露･かC少虹彦名俄令●鐸と⑧患と湧北浮迅g麺＆季"好名套少Q』シq々幸司少勺･沙"必･少､凸が“和■吟qひ函か少寺学令かg誌学、凸玩今多一寸（画4口86わG"ろかt浄公｡Gかもf誌F少G傍守る釦苧､毛鈍斜一も号も画必司･砂

－－－20－－－

~､；夕

－た一



WⅡ1100ⅡIlIOIｳ川lOOolIlⅡIlHIII10川1Ⅱ01川,1‘IIIloo8ⅢIIMlllD6,IⅡ11ⅡⅡ111,011Ⅱ180ⅡIⅡI0IIiIIIO1111IIOIillIo‘I1II1lMIlI
岩で後者に見るような硬質岩石を混じていない。また後

者には石炭層が爽在するが前者にはない。すなわち琉球

弧の北半分の第3紀層ばおそらく第3紀中新統に属し南

半分の館3紀屑に比べ新時代に属するものと考えられて

いる。しかし波多江信広は鹿児島県宇治群島および草垣

島を調査の結果，小藤らにより提唱された琉球列島の弧

状をなす帯よりさらに内側に，それらに平行して輝石安

山岩および同集塊岩からなる旧期火山岩帯を識別した。

今回は紙面の都合上，奄美大島以南の琉球列島の植物

相について述べてゑたい。

奄美群島奄美群島は奄美大島およびその周辺の加計

呂麻島，請鳥，与路島，喜界島，徳之島，沖永良部島，

与論島からなる。このうち，喜界島だけは琉球弧の最外

側の第3紀層帯に属し,他の諸島は古期岩脳帯に属する。

喜界島，沖永良部島，与論島は一般に平坦な段丘状の

地形を呈し，ほとんど河川を見ることがなく，隆起地形

を呈するが，奄美大島とその周辺の諸島および徳之島は

ほとんど石灰岩がないか,または発達がはなはだ不良で，

主として古生層とこれを貫く火成岩からなり，山陵およ

び河川がよく発達し，出入りの多い複雑な海岸線を有す

る沈降地形を呈する。

異一

琉球列島

の

植物相
1

ばつします歌ひこ

初島住彦

(琉球大学理工学部教授）美

#'''''1川11Ⅱ'''''1Ⅱ''川IlIIIUⅡ'Ⅱ''1川Ⅱ0Ⅱ111Ⅱ‘81'川0011ⅡI11j川'11ⅡⅢ'Ⅱ川1冊IⅡⅡ0川IIIlUIIWIIllIⅡ''1111ﾉ'1ⅡⅡ118

1琉球列島の地質．地形

琉球列島は'九州南端から台湾の東北端に至る800km

の間に点在する’00以上の島喚を含象，小藤文次郎によ

ると，太平洋に凸面を向けた三重の弧を形成している

(図参照)。第’列は東支那海に面した内弧で薩南隅辺

から南禽西に針路をとり，竹島および硫黄島から沖永良

部島を貫き，トカラ列島をさらに徳

聖

之島の西方にある硫黄鳥島,粟国島，

久米島をへてその延長は，台湾の北

東の無人島をへて大屯山に及び，膨

湖島を通過している。第2列はその

東に偏在し古生代と新生代の地層と

火成岩からなり，新生代中に大変遷

を受け今やその峯頭をわずかに水面

に現わし琉球山嶺のおもかげを島鯛

に残すにすぎず,すなわち奄美大島，

徳之島，沖永良部島，与論島，沖縄

本島，慶良間列島，石垣島，西表島

などを連ねた地帯で，本山嶺の萠芽

は2壁紀の末葉に形成されたものと

考えられている。第3列は太平洋に

而し,第3紀層と第4紀層からなり，

種子島，喜界島，沖縄島の東海岸を

連ねる島々 および沖縄島の南部（中

頭，島尻地区）に延長している。

これらのある島は北から南に細長

く，またある島の地層走向は弧線の

方向と一致している。本地方の第3

紀層は八重山列島および北部台湾の

第3紀層とは異なり，岩は砂岩，頁

ｰ’ I

’
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琉球列島地質柵造図（波多江氏による）
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沖縄群島本群島は琉球列島のほぼ中央部にあり，主島と沖縄群島，南琉球は八重山群島と尖閣列島を含む。

島である沖縄島をはじめとし，その北にある伊平屋島お中琉球中琉球の陸塊の成立は日本列島では最も古

よび西方にある伊是名島，伊江島，慶良間諸島，渡名喜く，半沢は鮮新世末紀または洪職世初期と称している。

島，久米島，粟国島の諸島およびその東方にある勝連諸しかし徳田は鼠類の分布の研究から考察し，これよりや

島がこれに属する。や古い鮮新世古期あるいは中新生と見なす方が適当であ

大東群島（ポロジノ諸島）本群島は沖縄島の東方212ろうと述べている。そして，この時代の気候は熱帯的で

カイリの所にあり，北大東島，南大東島，沖大東島からあったといわれている。したがって本地域には日本列島

なり，深さ7,341mに達する海溝iこよって琉球列島と隔股古の生物相の残影が見られる。

離されている。上記3島はいずれも典型的な環礁の隆起奄美群島このうち奄美大島は島も大きく海抜も高い

したもので，島の中央に向かって綬傾斜をなし’中央部（最高694m)のでいろいろとおもしろい植物が多い。

憾池となっている。 固有種として17種があり，そのうち木本としては，ア

先島列島本列島ば宮古群島と八重山群島の二つからマミヒイラギモチ，ヒロハタマミズキ，ヤドリコケモモ

成り立っている。などがある。奄美大島と徳之島だけに限られた固有種と

宮古群島は最大の宮古島を中心に,伊良部島,下地島，して6種ですべて木本からなり，アマミノフユイチゴ，

来間島，大神島，水納島，アマミザンシヨウ，オオシ

石灰岩から成り立っていヒサカキ，リユウキユウア
西表島の原生林

る｡リドウシがある。奄美大島

尖間列島本群島は八重山群島の北西部にあり魚釣と沖縄島だけに限られたものにリユウキニウアセピ，リ

島，黄尾礁，南小島，北小島，赤尾礁ｸ勤らなる。大群島ユウキユウスズカケがあり，奄美大島，沖縄島久米島

中股大の魚釣島は周囲12km,海抜363mの無人島でだけに分布するものにマルバミゾカクシ，奄美大島，徳

ある。 之島，久米島だけに限られたものにサコスケがある。

以上の固有種は系統から見るとだいたい中国の南部，

2・琉球列島の気候中部からヒマラヤ方面のものと近縁のようである。また

気候朧海洋的で年平均気温は名瀬の21.6oC,那覇の分布上注目すべきものとしてヒマラヤ～台湾から途中の

22.1｡C,石垣島の23.2｡Cで九州南部より5～7°Cも琉球列島をとびこえて奄美大島に分布するクスクスセシ

高く，沖縄以南は台湾と大差ない。年降水量朧名瀬のコク，コゴメキノエラン，台湾から一足飛びのハマクサ

3,205mm,那覇の2,203mm,西表島の2,629mmでギ（魚釣島にも産する),台湾から奄美大島と徳之島に

一般に多いが，小さい低い島，たとえば与論島（1,884飛んで分布するシマサルスベリ，シマウリカエデ，台湾

mm),南大東鳥(1,730mm),そのほかでは一般に2,000から沖縄島北部に飛び，さらに奄美大島に分布するタイ

、m以下となっている。ワンツクバネウツギ，クモランー種，日本中部から飛ん

で奄美大島に分布するサクライソウ，京都でただ’回だ

3・琉球列島の植物地理け採られたカミガモソウが奄美大島の湯湾岳頂上付近に

琉球列島の植物地理を論ずるにあたり，便宜上琉球列見られること，日本では紀州方面だけに見られるシソバ

島を北琉球，中琉球’南琉球に分けたい。北琉球は屋久ウリクサが上記の湯湾岳の頂上付近と徳之島の井之川岳

島'種子島以南'トカラ列島の宝島まで，中琉球は奄美群の頂上付近だけに見られること，九州本土から一足飛び
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に徳之島に分布するユズリハ，ナルコユリなどの分布は

注目に値する。

次に奄美大島を分布の北限とする植物は属で41属で，

木本類としてはシマユキカズラ，デイゴ，ハマセンナ，

クロヨナ，シイノキカズラ，ケッキツ，グミモドキ，エ

ノキフジ’オオバギ，ハリツルマサキ，サキシマスオウ，

ヤンバルゴマ，サキシマハマポウ，イジユ，サガリバナ，

オヒルギ，ミフクラギ，カキバチシャノキ，ヒョウタン

カズラ，アカミズキ，ク戸ツグなどの属する属である。

種では141種，変種で5変種がある。

これに反し'こFを分布の南限とするものは属で6属,，
種で20種である。すなわち南限のものは北限のものの

約1/7であることがわかる。この数字から奄美大島とト

カラ列島の間に生物の分布境界線があることがわかる。

この線は渡瀬線と称せられている。

徳之島の固有種はハツシマカンアオイ，トクノシマカ

ンアオイ，トクノシマエビネ，トクノシマスゲの4種で，

ここを分布の北限とするものは13種で，木本としては

リュウキュウガキ,I､ウズルモドキ，アカハダコバンノ

キ，ニッケイ,ハウチワノキ，シマカナメモチ，ヒメス

イカズラ,ｼﾅﾏﾝﾘｮｳ,ﾘｭｳｷｭｳﾂルマサキが

ある。ここを分布の南限とするものは12種で，木本と

してはオオツルコウジとアキグミがある。

沖永良部島ここを分布の北限とするものは20種あ

り,このうち木本はハスノハギリ，クスノハカエデ，ヤ

エヤマハマナツメ，ヒサカキサザンカ，ヒメサザンカ，

タイワンチトセカズラ，アオバナハイノキの7種であ

る。ここを南限とするものは6種で木本はない。

与論島ここを分布の北限とするものは6種で，う､ら

木本はトケカズラ，アワダン，シマヤマハツの3種であ
る。

沖縄群島本群島中最大の沖縄島は琉球列島中最大の

島で，海抜も高い(498m)ので多数の琉球要素を含み，

フロラは奄美大島に関係が深い。固有種は16種でうち

木本はオキナワウラジロイチゴ，リュウキユウナガエサ

カキ，クニガミヒサカキ，コバノミヤマノボタン，ヒメ

クロウメモドキ，クニガミクロウメモドキの6種で，固

有変種にはリュウキュウコンテリギ，オキナワヤプムラ

サキ，オキナワシキミ，オキナワヒメウツギがある。

沖縄島を分布の北限とするものは27属でうち木本と

してはオオイワガネ，ウスバサルノオ，コウシュンカズ

ラ，ササキカズラ，1，ケイヌツケ，ヤンバルアカメガシ

ワ，ヤエヤマヒルギ，ヒルギモドキ，テンニカなどがあ

る。種としては54種ある。

次に沖縄島を分布の南限とする植物は属で16属です

ﾙrq

西表島仲間川のマングローブ

ぺて草本である。種としては74種ある。

沖縄群島と八重山群島だけに限られた固有種は3種で

固有変種は3変種である。久米島，沖縄島，与那国島に

限られたも:のにヤエヤマスズコウジュがあり，沖縄島，

八重山群島，台湾に限られたものにジャコウシュスラン

があり，台湾と沖縄島だけに限られたものにカツウダケ

カンアオイ，リユウキユウハイノキ，ヒメカクラン，カ

ケロウランなどがある。また台湾になく沖縄島と南中国

またはそれ以南に限られたものにハナコミカンポク，ブー

ガバアリノトウグラ，リユウキュウキンモウワラピ，ホ

コザキノコギリシダがある。そのほか沖縄島北端と台湾

東海岸，南中国に分布するイネガヤ，台湾以南に分布し

琉球では沖縄島だけに見られるヤンバルフモトシダ，オ

オアオガネシダ，カザリシダ，タイワンビIコードシダ

(渡名喜島にも分布)，またマレーシアから途中を飛びこ

えて突然沖縄島に分布しているアケピドコロなど分布上

注目に価する。

久米島だいたいのフロラは沖縄島に似ているが，沖
縄本島になく八重山方面から本島に突然分布するものに

ヒラミカンコ，カショウヒメアブラススキ,サキシマツツ

ジ，ヒロハケニオイグサ，ヤエヤマジュウニヒトエなど

がある。粟国島にはマルバアキグミ（南限）とヤマゴン

ニャクの一種がある。慶良間島にはハテルマカズラ（北

限）とカントラノオ（南限）があり，渡名喜島にはカワ

ラナデシコ，タイワンビロードシダ，ヒトツバマメズタ，

オキナワマツバボタンがある。伊是名島には濠州系の固

有種イゼナガヤがあり，伊平屋島にはトカラアジサイ

（南限)，コショウノキ，オオハンケ，サワオグルマ（南

限)，オグルマ（南限)，イヘヤヒケクサがありウバメガ

シの純林もある。

大東群島本群島には固有変種ダイトウセイシボク，
オオソナレムグラがあり，小笠原とハワイに分布するア

ツバクコ，台湾以北ではここだけに分布するユズノハカ
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ヤエヤマヒルギの呼吸根

ズラ，ピトウクグ，クロミノシンジュガヤ，アラゲタデ

がある。またマレーシアから台湾を飛び越えて分布する

ものにナガアサガオとルゾンヤマノイモがある。ほかで

は小笠原と海南島に知られているヒメタニワタリ，太平

洋諸島と小笠原に分布するヒトタバメイシバ，漂州に分

布するポロジノニシキソウなど分布上注目すべきものが

あるb

南琉球

宮古群島宮古島にはニューギニア北部に分布するサ

キシマエノキ，ポリネシア方面に多いミヤコジマソウが

ある。ミヤコジマツルマメは石垣島にも分布するが，ほ

かでは台湾以南に知られている。伊良部島には琉球では

ここだけに分布するテンジクナスピ，ケナシハテルマカ

ズラがありサキシマエノキもある。

八重山群島石垣，西表などの大きい島があり，気温

も高く，南方から台湾の東海岸の島々を通じての渡鳥の

通路にもあたり，またフィリピン諸島方面から北上する

黒潮の通路にあたる関係上琉球要素のほかにマレーシア

の植物が多数含まれている。石垣島と西表島は海深40m

の海でへだてられているが，もとは一つの陸塊であった

ことは地質学上から明らかである。

したがって，両島の植物相は非常によく似ていて多く

の共通種がある。

西表島の固有種は’4種で木本ではヤエヤマヒメウツ

ギだけである。石垣島と共通の固有種は9種でうち木本

ばケナガエサカキ，サキシマヒサカキ，ヤエヤマノポタ

ン，ヤエヤマヒサカキ,ヤエヤマヤシの5種である。以

上のうち最も注目すべきはヤエヤマヤシCSq"ﾙe"岬

""た"e"sisH.E.Moore)で本種は1属1種で琉球唯一

の特産属である。本種に最も近い種類はメラネシア方面

に分布している。

かかるメラネシア系のヤシが琉球列島に飛んで分布す

ることは植物地理学上きわめて興味がある。

南琉球を分布の北限とするものは属で53属でこのう

ち13属は台湾に知られていず，6属は台湾では紅扉繊

だけに知られている南方植物である。前者に属するもの

で木本のものはシタン，タシロマメ，ハマザクロ，シマ

ソケイ，ニッパヤシなどである。種では129種もある。

逆にここを分布の南限とするものは15種で木本ではタ

ラノキ，ハリギリ，ナタオレノキ，タイミンタチバナ，

ソテツ，サザンカなどがある。

与那国島固有種はヨナクニトキホコリ1種である。

与那国島と石垣島との共通固有種にヤエヤマラセイタソ

ウがある。そのほか分布上注目すべきものに，台湾以南

に分布し琉球ではここだけに分布するものでアカバナガ

キ，ケウリクサ，ホウライアオカズラがあり，台湾の火

焼島，紅頭喚，比島（パタン島）と共通のものにイヌソ

ヨゴ，ケサヤバブーがある。またマレーシアから三足飛び

に分布するオオバケアサガオ，沖縄島から飛んで分布す

るウラジロガシなどは分布上注目に値する。

尖閣列島本列島で最大の魚釣島には固有種としてセ

ンカクアオイと木本となるセンカクオトギリの2種があ

る。そのほか分布上注目すべきものにタイワンアサマツ

ケ，センカクツツジ，マメズタカズラ，コショウノキ，

タカサゴアザミがある。

以上で奄美大島以南の琉球列島のフロラの概略を述ぺ

たが，琉球産の各種類の分布から考察すると，琉球列島

のフロラはその主体をなすアジア大陸東南部要素，すな

わち南中国方面から台湾を通って侵入したものと，琉球

列島がアジア大陸の東岸をなしていた時代からすでに存

在していたもの，すなわち本来の琉球要素と，これに一

部日本本土から南下した分子およびマレーシア方面から

台湾とくに東海岸沿いに北上してきたマレーシア要素か

ら成り立っており，さらにごく一部パプア～メラネシア

要素および濠州要素が関与しているといえそうである。

なお紙面の都合で燗筆するが詳細については拙著〔琉球

植物誌，1971〕を参照されたい。
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冬のシベリアの旅

、

やぎしたひろし

八木下弘

(林野庁・林政課）

巨大な氷のサンタ

の自由はあるし，教会もあるのだが…)。〃スノービム

・ゴーダム〃（新年を祝う）の行事の一つとして，馨れか

ら正月にかけ，サンタクロースの氷の像が造られるから

おもしろい。

ハバロフスクでは，ブルトーザで雪を集め，水をかけ

て凍らせ，街の芸術家が，たん念に色をほどこしていた

が，イルクーツクのサンクは，木材で骨格をつくり，そ

れに金網をかぶせて形をつくり，てつぺんから水を浴び

せて凍らせるという方法で造るのだそうだが，いかにも

厳寒の地らしく楽しかった。

氷の滑り台も近くにあってこれに人気が集中，とく

に,31日の夜から元旦の朝までは,終夜,人びとの叫声が

夜空にさんざめいたcそんな情景に，わたくしもカメラ

を片手にホテルから飛び出し，「バツ,バツ」とストロボ

の閃光を彼らに浴びせたが，為目でたい日のせいか，わ

たくしの無礼を決しておこりはしなかったし，皆，人な

つっこぐ集まってきて，夜のふけるのも忘れて，カタ言

のロシア紬のわたくしたちと話し合うのだった。

翼ホテルの窓から

わたくしたちの泊まった〃ホテル･アンガラ〃は最近で

きたばかりの新し､建物であった。道路をへだてて〃キ
窪

一ロブ広場〃に面し，その向う側には，市ソビエト，共

産党執行委員会，国民経済会議外国語大学などの建物

がある。、､わぱこのあたりはイルクーツク市の中心街で

あろう。わたくしの618号室は，この広場やそれらの建

物を一望に見渡せる位置にあった。

冬のシベリアの夜明けは遅い。午前8時過ぎにようや

く東の空が赤らんでくる。そのあかね色はオーロラのよ

うに，なんともいえぬ美しさだ。暁|淵の中を職場へいそ

ぐ人た､らの影が次第に数を増し，バスや2両連結のトロ、

リーバスが，ライトを雪道に反映させながら通る。この

国は8時間労働で，工場などは24時間フル操業だ。だ

からバスなども一晩中走っている。そんな眺めがいかに

もシベリア的で，窓ぎわのデスクに頬杖をついて，ボン

暇寺ヤリするのが毎朝の楽しみであった。
画,唾

この窓から展開する風景の右端の方，すなわち〃アン

ガラ河〃の河岸近くに巨大な煙突がそびえていて，原爆

雲のような煙りがモクモクと，まつすぐに中天高く吹き

上げていた。その様はまさに壮観であった。日本では，

さしずめ，公害問題で地域住民がさわぎ出しかねないよ

うな眺めである。事実，風のぐあいで午後などほこの煙い

りが舞い降りてきて，街はスモッグにおおわれることも

あった。

聞くところによると，この工場はイルクーツク市最大

のパンエ場だということであった。

また，キーロフ広場の中央には大噴水があり，その近

くに巨大な氷のサンタクロースが立っていた。夜になる

とツリーの豆電球と，この氷のサンタの体内に仕組まれ
エ

た灯りで，雪の世界が美しく浮かび上がり，家族連れや

若い青年男女たちが集まってきてにぎやかになった。ご

存じのように，この国には宗教はない（もちろん，信仰

カール・マルクス通り

わたくしは暇を見ては街を歩いた。

イルクーツク市のメインストリートは，〃レーニン通

り〃と〃カール・マルクメ通り〃であるが，なかでもマ

ルクス通りの両側ほ，各種の商店や本屋，デパート，レ

ストラン，食堂などがあり，驚くほど多くの人びとでに

ぎわっていた。

フェルトの長靴をはいた人たちが，子供も，大人も，

〃サッ，サッ〃と大股で歩き，軒なゑの商店へぞろぞろ

つと姿を消し，そしてまたぞろぞろつとあらわれる。そ

のたびに商店の二重ドアば，パタン，パタンと悲鳴をあ

げる。

冬のイルクーツクは．〃サッ，サッ，パタン〃の街だな
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とわたくしは一人で苦笑した。着ぶくれてノロノロ歩い

ているのはわたくしたち日本人ばかりなのである。2，3

日するうち，この呼吸がわたくしにものゑ込めるように

なって，サッサッと歩き，被写体を見つけては，近寄り

ざま「パチリッ」と小気味よくシャッターを切って，次

の目標へサッサッと移動するようになった。

マルクス通りで珍しく，〃カフェ〃の看板を発見，さ

っそくパタンとドアの音をたてて中にはいってみた。し

かし，わたくしの想像とはまったく違っていて，ヤング

たちがコーヒーを飲承ながら，黒パンをかじっていたの

で早々に退散した。ソビエトのカフェは，いわば，喫茶

店兼簡易食堂のようなもので，もちろん酒場でもない

し，いわゆる日本の喫茶店ムードでもない。

ぞろぞろと善男善女のはいっていく店があった。

その半地下の窓の中をのぞくと，食堂らしく，ご馳走

をのせたお盆を捧げた人たちが，空いたテーブルを探し

て歩いているのが見える。入口の彦シア文字を判読する

と，〃スタローバヤ〃とあった。ここは大衆食堂で，冷

菜もの，スープ類，熱皿もの，飲物など，セルフサービ

スの食堂だという。簡単で，短時間に済み，レストラン

に比べて安値であるそうだ。

はいって承ようかと，しばし迷ったが，どうせはいる

ならレストランの見学でもと思って，すれ違ったゼープ

シカ（娘さん）にレストランの所在を聞いてゑた。「シ

カジーチニ。パジャールスタ・グゼ・レストラン？」

（レストランはどこにあるか教えて下さい）彼女朧ニコ

ニコしなｶﾐら，すぐ近くのレストランと，レーニン通り

のレストランを教えてくれた。なかなかの美女である。

ロシア語がもう少しう霞かったら｢ご一緒しませんか？」

といいたいところではあったが・・・・・0

レストラン

滞在中，彼女に教えられた2軒のレストランにはいっ

て食事をして象たが，いずれも似たようなものであっ

た。はいるとクロークがあって，オバさんにまずオーバ

ーや荷物をあずける。大衆食堂でも必ずク画一クがあっ

て，客は荷物をあずける仕かけになっていて，われわれ

日本人には少なからず奇異に感じられた。思うに冬ば着

ぶくれるから，店内の混雑をふせぐためなのかもしれな

‘いが，ロシア人はまた非常に礼儀正しい。わたくしの友

人がヤッケを着用して，はいったら，たちまち隣のテー

ブルの若者に注意されるといった小事件もあったが，そ

れはさておき，レスl､ランの中には付属のバンドが音楽

を奏で，フロアーでは若い男女が，宮ツクを踊っていた

のには驚かされた。

ロシア人は踊りが好きだ，しかし，わたくしが昭和32

年の夏，モスクワを訪れたとき，こんな情景にお目にか

かったことはただの一度もなかった。

ウェイトレスの持ってきたメニューには，次のような

ものが記されていた。

フレープ（パン）1カペーク（3円66銭）

アイスクリーム23カペーク

ジ1－ス14カベーク

ウォツ力(1009)1ルーブル20カペーク(440FJ)

コニャック（〃）2ルーブル10カベーク（760円）

ブドウ酒（〃）68カペーク

シヤンバン（1本）6ルーブル17カベーク

ベルモルカナル（タバコ）22カペーク

モベル（〃）14カベーク

魚の油あげ24カペーク

マヨネーズ魚37カペーク

焼肉94カベーク(360円）

サラダ24カペーク

（注）100カペークーュルーブル＝366円

パンは，黒パンと白パンがテーブルに盛り上げられて

いて，いくらでもおかわりができた。この黒パンはライ

麦で作られたもので，少しすっぱいが，バターをぬって

たべると，ウオツカのおかずにどんぴしゃりとくるから

不思議である。酒はその国のたべ物に合ったように作ら

れるものなのだろう。料理の味はまあまあであったが，

ホテル・アンガラのレストランの料理が街のレストラン

に比べて格段と美味であった。

酒好きのわたくしにとって，ウオツカは毎夜のよき友

であった。街のレス1､ランや，ホテルのレストランを飲

み歩いているうちに，若いウェイトレスたちともすっか

り顔なじゑになってしまった。

帰る日も近くなったある夜〃ガーリャ〃と↓､うウェイ

トレスが，お代わりのウオツカのはいったフラスコのよ

うなガラスピンをテーブルに瞳きながら，〃胡椒〃を指

さして「これを入れて飲むと早く酔うわよ」と耳うちを

して笑った。

これはあとから聞いたことだが，〃ガリオカ〃という

安上りの酔い方なのだそうだ。

ウオツカは他の物価に比ぺて高い･だからガーリャ嬢

は，わたくしにあまり散財しないように，効果的な飲み

方をアドバイスしてくれたのであった。

○ ○○

○○○
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る鋤。

②光の強さと波長一光に関する実験は0.03～3,000

luxの間で行なわれることが多いが，トウヒの種子では

0.081uxで，またカバでは11ux,マツ類で51uxで感

光性を示している')。また光の発芽におよぼす影響を調

べる際，多くの場合緑色の弱い光が種子の発芽促進．抑

制に影瀞を与えないことが多いので，安全光として用い

られる。

種含の波長の光に関する1回の照射によって赤色光

(660m〃付近）は林木に限らず，多くの種子の発芽を

促進し，また赤外線(730m"付近）が抑制的である。

このことはモミ類，コバハンノキ(A"2z鰯伽oﾙ""i),

B","〃，"此S""Sjキリ，エゾマツ，クロマツ，ヨーロ

ッパアカマツ，ストローブマツ，テーダマツなどで確か

められた。赤色部と赤外部照射による発芽促進・抑制は

可逆性(reversibility)があり，

r(赤)････発芽,r+fr(赤外)…･抑制ァr+fr+r…．

発芽,r+fr+r+fr･…抑制

というように，短時間の赤色部・赤外部照射の反復が可

能である。

このような反応は,phytochromeという感光反応を

もつ色素（はじめl､ウモロコシの芽生えより総製分離さ

れたが，最近では大王松の生の胚からも存在が実証され

ている0>）によって媒介されると爾釈されている。

赤

P660=P730

赤外または暗黒

活性なP7"の形となったphytochromeが光エネル

ギー伝達を行なうと考えられるが?〕，どのような線路を

経て唖子発芽へ成長エネルギーに変転されていくのか，

いまだﾘ1らかでない。

3．湿層処理

種子を酸性泥炭に層状にならべて低温にあてる発芽促

進のための前処理をかつて湿層処理(stratification)と

いってL､たが，層状に種子をならべること，また酸性泥

炭の意味がうすれて1～5°Cの低温で発芽促進に有効な

ことが明らかになってきたので，冷処理(pre-chilling)

と同難語として用いられるようになった。

モミ類，ハンノキ類，カバ類，スギ，ヒノキ，トネリ

コ類，カラマツ類，マツ類，ダグヲスファー，シツーノキ

類など1～3カ月の湿層処理が有効であるが，前回序文

･で述べたように，コウヤマキにはこの範囲の処理でば効

果がない6)。震たカエデ類などは，半年以上の低温処理

あるいは高温十低温の組合わせ湿層処理の必要なものも

ある9〕。

＝弓＝＝－ｰ－－－ｰ－－一~一~－一一一一＝
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(5）

高等植物が光のエネルギーを利用して有機物を合成す

る光合成以外に,種子の発芽を含めた成長に対して,光エ

ネルギーを利用する能力があることは，きわめて重要な

性質である｡最近,光による形態形成(photomorphoge-

nesis)として研究が展開されつつある現状の中で,種子

の光発芽問題も見直されており，単に環境要因の一つと

しての光と発芽の関係にとどまる問題ではない。

2．光と発芽

針葉樹・広葉樹の種子を苗畑にまくとき，また林内で

種子が天然に落ちたとき，どの程度光が影響を与えてい

るかを的確に把握することは容易でない。また発芽に際

して，種子周囲の温度に変化があり，光と温度の変化は

こもごも複相している。したがって樋子発芽におよぼす

光の影響を調べるには,いきおい実験室内の仕事となる。

暗黒中におけるよりも，光照射がいかようにせよ発芽

によい影響を与えている林木種子の種類をあげると，モ

ミ類，ハンノキ類，カバノキ類，ヒノキ，サワラ，ユー

カリ，ブナ，カラマツ，キリ,I､ウヒ類，マツ類，プラ

タナス，ダグラスファー，ツガ，ニレなどである')。

種子の感光性はある程度水を吸った状態で高まるが，

ヨーロッパアカマツ("伽郷s鋤"es"'is)では，採種する

ころすでに感光性が存在することが知られている"・光

については①光周性および②光の強さと波長が問題と

なる。

①光周性-100～1,0001uXの白色光で1日の明期

の時間を種々に変えるとき，キリでは9～15時間照射が

3～6および15～24時間より有効であり，またアカマツ

では6～9時間，クロマツでは15～21時間明期が最適で

あり，いずれも連続光照射では発芽がお､らている3)。

周期的な光の照射時間はまた温度によって趣を異に

し,TszZgzz"冗郵de"siSでは17～|22｡Cで8～12時間明

期，27.童たは12｡Cで16時間が股適である4)。また赤

色光によるカバ(B"zfわかの"""s)の光周反応では，

15｡Cでは18>16および24>0.25～12.0時間,20～25｡

Cでは1回の光照射でも高い発芽率をうるが，光周期に

ついては24＞20＞8＞4＞1＞0.25＞0時間の順とな
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1950年ごろ主でば，これら湿層処理による種子後熟＊

(afte&←ripening)にともなう種子内の物質および酵素活
性変化が調べられていた。

QtzZgggz"ZMI",Ace角J郷”〃"sjS"･6"s)R"o-

“妙“などの種子では，酸度・保水力の増大,蛋白質，
脂肪の減少，糖類，アミノ酸の増量，カタラーゼ，パー

オキシダーゼの活性増大が検証されている8)。貯蔵物質

の分解が進むことは，種子発芽に際しての物質代謝の易

動化を示してはいるが，発芽への引金を引くことと湿層

処理とがどこで結びつくのか，またカタラーゼ，パーオ

キシダーゼ活性の増大は何を意味するのであろうか。

般近十数年間における湿層処理に関する生理的研究の

‘中心は，発芽と成長エネルギーとの関係，童た発芽と成

長物質との関係にしぼられてきた。8）および前回の8〉

その一つは，アメリカで行なわれたB･""認s“”s"s

,砿子を用いた物質代謝に関する研究である。その大要を

示すと，湿層処理によって種子の呼吸能力が高まり，ま

た胚軸の成長点付近に高エネルギー燐酸(ADP一アデノ

シンジブォスフェィl､,ATP一アデノシントリフォスフ

ニイト）および窒素レベルが増大する。また湿層処理8

週目ころより，6炭糖の解糖様式として周知の無酸素分

解過程のEMBDEN-MEYERHoF=PARNAs経路に，酸化

‘にはじまり5炭糖を中間生成物として含むWARBuRG-

DIcKENs-HoREcKER経路が加わるということが明らか
となった。

煮た一方，湿層処理と成長物質消長との関係について

の，英国のWAR"NG一派の研究を根幹としてヨーロ

ッパでの研究が進んでいる。ヨーロッパトネリコ(Fﾂｾz－

”""s""JSわり種子は，地域品種によってかなり長い

湿層処理が必要なものがある。この種子内には，アベナ

子葉鞘伸長を抑制する物質が存在して，これは湿層処理

によっては取り除くことができないが，ほかから与えた

チオ尿素，ジベレリンはレタス種子休眠打破に対するこ

の抑制作用を弱めることができる。一方，トネリコ胚発

芽に対するある種の成長促進物質が増量してし､る。成長

促進物質はジベレリン(gibberellin)様物質であること

がポーランドの研究者によって明らかにされた。またヨ

ーロッパハシバミ(C""fsα"EMz")およびブナ（睡一

gwsSy""iba)においても，ジベレリン様物質の消長と

＊熟度が満度に達するという漠然とした終着点を規準として
用いられているが，ある場合には胚の後発達を意味することも
ある。比較的単純な湿層処理で後熟が完了されたと見なされる
場合は別として，この前処理によっても容易に発芽に導けない
ときは，湿層処理による後熟’という言葉を用いると，かえっ
て問題が複雑になることがある。また草本類では，乾燥貯蔵に
よって吹第に休眠から覚めやすくなり，この場合‘後熟’があ
"てはまる。

湿層処理にともなう発芽能力と労笥f行するとどが明らが

となったが，これは単一のものでなく，二種類のうち一

方がとくに種子発芽と関係が深いようである瀞，20種以

上にわたるジベレリンのうちの何物であるか，明白でな

い。しかし，ブナ，ハシバミについては，ほかから与裳

たジベレリンのうち,G8(ジベレリン酸）よりG4+G7

がはるかに発芽促進効果が高い。発芽促進にば,一般に，

インドール酢酸(IAA)は効果がなく，ジベレリンが関係

の深いことは注目に価する。さらに最近は湿層処理によ

って細胞分裂を促進するサイトカイニン(cytokinin)の

増量が注目され出していることを付記しておきたい10》・

以上のように生化学的な解析が種子発芽に関して進行

している一方，わたくしはふとしたことに思い当たる。

それは故長谷川孝之先生がある懇談会の席上いわれたこ

とであるが，「バクテリアの寒天培養で一つの細菌．戸

ニーが発育しはじあると，他のコロニーが影翻を受ける

という。種子の発芽でも一つの発芽が他の種子発芽に影

響を与えるのではないか｡」といわれたことである。わ
たくしがいままで述べてきたことは，集団によって表現

されるものは別燕の種子の発芽能力のよせ集めであると

いう前提に立っており，もし先生がいわれたことが真実

であれば，少々 考え直さなくてはならない問題が生まれ

るのである。さしづめ発芽試験のためのシャーレの大き

さをかなり大きくしなくてはならないことになる。また

これを敷行すると，個凌の樹木の集団である森林におい

て一本の木の隣接木への影響の与え方は，その集団によ

って制限される環境を通じてだけではないのではなかろ

うかということになる。しからぱそれはどのようにし

て？わたくしが生理学的研究から生態学的研究へ移行

するときは，まず身近な上記の種子の個と築団との関係

から片づけていきたいと思う。
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森林緑化と環境緑化

なかむらけんたろう

中．!村賢太{郎

はしがき

緑化運動がさかんになってから20年以上になるが，

情勢はいちじるしく変化しているc昭和25年発足当時

の森林荒廃は，戦争のために伐採量がふえたのに造林の

実行が困難であったためで，要造林地が多かった関係

上，緑化運動がさかんになって，毎年の造林面積が40

万ヘクタール以上になった。その後拡大造林と称して生

産性の低い天然林を皆伐して有用樹種の苗木を植えるよ

うになって，大面積の造林が引き続き実行された。しか

しながら，短期育成を礼賛して伐採量をふやしたため，

立木蓄積は減少する一方であって，森林は緑化されなか

ったばかりでなく，亜高山精における天然林の大面積皆

伐が世人のきびしい非難をうけるようになって，自然保

護論者は森林の禁伐を要求するようになった。

最近の緑化運動は公害防止を主とする環境緑化を要望

するものであって，官民が協力して緑化センターをつく

るようになった。

森林緑化と造林実行とを混同する人があるが，実際腱

は造林面積の増加は伐採鐘と関係があるから，森林を緑

化するには伐期を高くして毎年の伐採および造林の面積

をへらして立木蓄積をふやすことが重要である。

戦前の林業は，経営計画を尊重し，森林の国土保全

（治山治水）作用を重要視して高伐期高蓄積の美林をつ

くり，優良大径木を保続的に供給すること，すなわち，

収穫保続を最高の目標としたのに反して，戦後になると

収入確保と称して伐採を偏重して経営計画および趣*保

育を軽視し，大面積皆伐を強行して森林を荒廃させるよ

うになった。

最近の緑化運動は公害問題と密接な関係を有するが，

森林の荒廃も蓑たその一因になっていることを忘れては

ならない。

短期育成礼賛

戦後の木材不足時代には外材をほとんど輸入できなか

ったから，伐採量をふやすことと，新値地を早く成林さ

せてできるだけ早く収穫することが要請された。

早生品種の苗木を植えて，林地肥培でその成長を促進

して30年生内外で伐採することが望ましかったとして

も，林業の本質にそむくことに重大な疑問がある。すな

わち森林の効用を失うばかりでなく，林地の生産力を害

しやすく，材積収穫はふえても単価が安くなるとすれ

ば，多くの労費を使うだけの効果を期待できるとは限る

蓑い°

1冊'評会における入賞者の実例を引用して，林地肥培に

よる材職収砿倍増を主張する大学教授があるが，現在で

もその実行面積がわずかであ麹ばかりでなく，効果に疑

問があるぱあいもあるのに，林野庁では将来における架

空の材穣成長量をひきあてにして不当に多い伐採量を決

定した。

森林を緑化するには伐採量をへらして立木蓄積をふや

すことが先決問題であって，造林に関しては新植地をふ

やすことよりは，りつばに成林させて高齢の美林をつく

りあげることが重要になる。

すなわち森林の愛護が林業技術者の使命であって，高

齢の美林をしたてて優良大径木を保続的に供給するよう

に努力すべきであって，短期育成は林業経営の大敵であ

る。

環境緑化はもちろん重要であるが，林業技術者はその

本業である森林を愛護して完全に緑化すべきで，磨き丸

太生産のような特殊な腱業的栽培林業は特別のぱあいに

限る必要がある。

予備林の意義

木材需給関係がわるくなって材価が急騰するぱあいに

は，国内の森林とくに国有林では伐採量をふやす必要が

あると主張する論者があるが，需給調雅と森林荒廃との

いずれを選ぶべきかを慎重に検討する必要がある。

ドイツの森林は伐期齢が100年内外であって蓄積が豊

富であったから，世界大戦で伐採量が増加しても森林の

荒廃は存外ひどくなかったが，わが国では平均蓄積がド

イツの約半分にすぎないのに伐期齢をさげて伐採量をふ

やしたため森林が荒廃したことが非難されている。

国土の7割近くが森林であるとしても，人口1人あた

りの面澗は意外に少なく，しかも経済林がわずかである

から，外材の輸入を必要とするのは当然であって，国有

林としては予備林制度を復活すぺきであるが，それと同

ー ロ～－－－－～－f色一一へ－－－～－－～－－～篝－－－
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時に伐期齢を高くして蓄戟を豊富にすることが重要であ

る。

適正伐採量

わが国の森林は地形の変化がはげしいため，地位およ

び地利の差がはなはだしく，齢級配分．成長鐙．立木材

職・立木価格などに大差があるから，適正伐採量をきめ

ることは至難であるが，この事実を悪用して不当の増伐

を堂之と強行している例がおどろくほど多い。

戦後の造林面積は激増したとしても，伐採を偏重して

収入確保と称して伐採麓をむや象にふやしたばかりでな

く，伐採箇所のふりかえ（変更）が実行しやすくなった

ため，価値の高い優良林を集中的に伐採したことが森林

をいっそう荒廃させたらしく，これに反して造林地は気

象および生物の害や手入不足などのために計画どおりの

生産をしていないぱあいが多い。

とくに伐採を製品生産ということは不合理であって，

不当の増伐を増産と呼んで森林を荒廃させやすく，伐採

偏重になって造林保育を軽視するおそれがあるゆえ，不

適当な用語を改めて戦前のように経営計画を尊重して美

林の育成に努力すべきである。

要するに，森林を緑化するには収入本位の伐採をつつ

し象，蓄積を豊富にして森林の効用を高あながら優良大

径木を保続的に供給すべきである。

大面積皆伐

過大伐採量の欠陥を明示したのは亜高山帯におけ為天

然林の大面積皆伐であるが，環境が適当でない林地では

小面積であっても造林成績がわるくなりやすい。

木曽のヒノキを主とする森林では天然下種が困難であ

るのに択伐を実行したのは，林地が崩壊しやすいためで

あったのに，いつのまにか皆伐に変わってしまった。

高冷地の天然林は択伐を実行すれば林業適地であるの

に，皆伐跡地では苗木の生育が不良であるため造林適地

であるとはいえないことがある。高冷地では造林適地と

林業適地との差が大きく，海抜高で200m以上になりそ

うであるから，森林を緑化するには大面菰皆伐を避ける

必要がある。

型よりも質

戦後の木材不足時代には，ヒノキとスギとの価格がほ

とんど同一になり，スギの小丸太は直径が小さいほど単

価が高いこともあったが，現在は同一樹種でも材質の優

劣によって価格に数倍の差があるから，今後の造林保育

は外材や代替品との競合が少ない装飾用優良材をねらう

べきであろう。

磨き丸太・人工シポリ丸太およびフシの少ない正角な

どの優良柱材は高価であるから，伐期の低い農業的栽培

林業が有利になるとしても，林業の本質としては大規模

に実行することには賛成しかね品。

スギは中目物の.単価が安く，植付本数が少なく，強度

の間伐を実行して枝打ちを軽視する，いわゆる板材林業

は不利であるから，植付本数を多くして除間伐と枝打ち

とを集約に実行すべきである。

奥地林開発

文化国としてはめずらしい森林国であるのに木材がた

りないのは，奥地の森林を活用しないためであると主張

する人があるが，その大部分は経済価値がないことと，

人口が多いことを考える必要がある。

昭和初年のブナ林伐採は材価が安いため収入がわずか

であって赤字になった例もあったときくが，天然更新は

困難であるし，伐採跡地へカラマツを植えてもあまり成

功しなかったようである。現在ブナの優良材を望む人が

多いことを考えると，ブナ林の開発は着手の時期をあや

まったことを痛感する。

戦後の緊急開拓はおおむね失敗であったが，過疎地帯

の山村振興も政治家のかけ声だけで住民を救えるわけが

なく，最近の大規模林業圏開発も，道路を完僻すれば観

光やスキー場などで成功するとしても，造林適地の少な

い奥地で集約な林業経営を実行できるとは考えられな

い。

無医村問題で苦労している辺地へ林業技術者や作業員

を居住させて合理的の伐採や造林を実行させることは至

難であって，森林を荒廃させることが蕊慮される。なお

道路ができてから離村者がふえたという話もある。

むすび

戦争のために伐採量をふやしたことはやむをえなかっ

たとしても，外材の輸入が激増しても伐採愚をへらすこ

となく森林を荒廃させたことは遺憾であった。木材の生

産増強に努力しながら，森林を愛護して立木蓄積を豊富

にすることによって森林の公益的効用を高める必要があ

る◎

環境の緑化も樹木を植えることよりもこれをりつばに

育てあげることが重要であるが，樹木が健全に育てば大

多数の国民を精神的に慰安する効果はいちじるしいとし

ても，樹木の生理学的効用は大面積の密林とは比較にな

るまい。いわんや樹木の植栽によって工場や自動車など

による公害を簡単に防除できるわけがなく，技術的改善

に努力する必要がある。これに反して林業関係者は濫伐
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いかにむりな造林が行なわれてきたかを目のあたりにし

た。一面のスギ林であるべき林が荘洋たぁ雑木林であ

る。あの林力増強運動で高揚された経済林万能主誕がこ

うした歪となって眼前にひろがっている。

こうしたことをも林野庁がいち早く察知し，軌道修正

を行ない，正常な林業経営に復していたなら，かくまで

の痛手をこうむることもなかったものをと残念でならな

い。いかにジャーナリズムが叫ぼうとも，それに平然と

対応する姿勢がほしかったものと痛感される。われわれ

が林学で学んだものは，森林の持つ多くの機能と，それ

ら機能を調和を保ちつつ発揮させるべく森林を取り扱っ

ていくということ以外なかったはずである。
は

10カ月ではあったが林野庁の飯を食んだわたくしは，

友を愛するゆえに，最近の林野庁の姿が痛ましくてなら

ない。

里 をつつしんで，森林を愛護して蓄積を多くすれば価値の

高い木材を生産しながら森林の公益的効用を発揮するこ

とができる。

林業白書に思う
、

いまながまきあき

今永正明

(山形大学・助教授〕
楽

昨日林業白書が発表されたことを新聞で知った。今そ

の切抜きを前に考え込んでしまった。朝日新聞を見る

と，まず第一面から「世界的な木材不足まねく恐れを強

調」なる大見出し付きで報ぜられている。四面には白書

の要旨がのり，さらに社説のトップに「木材高騰に押流

される林業政策」なる記事がのるという大サービスぶり

である。大新聞がかくも大々的に取り上げる林業問題と

は何なのか，ジャーナリズムは林業をどこに押し流そう

とするのか。

公益的機能重視を声高くうたうジャーブーリズムの喧燥

は，世論の盲従をさそい，その相乗作用は森林を，どっ

と公益的機能，それもレクリエーショナルな機能の承に

押し流そうとした。そして，それにしかたなく追従しよ

うとしたのが現業官庁たる林野庁であった。それまで林

業経営に意欲を燃やし，独立採算性の姪稚の中でなんと

かがんばっている，といっていた若き林務官すら，「発

想の転換」なる美名のもとに経営意欲を稀薄化させてい

く。

そしてこの木材の暴騰さわぎである。世論に歯切れ悪

く追従しようとした林野庁は，この暴鵬に対し，歯切れ

よく対処できるわけがない。そしてまた，ジャーナリズ

ムは自らの扇動の責を林野庁にかぶせ，白書の中に「悪

く解釈すれば,白書は国民に向って,『せっかく値が上が

ったのだから，少し切らせてほしい。ミドリの効用に目

をつぶってほしい』と呼びかけているかのようである」

なる記述を行ない,それではあんまり，と思ったのか「巨

大な赤字をかかえて苦悩する現業官庁の気持ちはわかる

が」などと適当なことをいっている。

昨秋，造林学講座と合同で山形県下の蒙雪地帯にある

林業地をほぼ1カ月にわたり調査した。そして国有林で

異
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｢ある林業役人の社会管見」
と

「森林禅｣の紹介

やましなけんじ

山科健二

(島根大学・教授）
一●●■●■－●B●｡●一●･●◆●一

ロー目舘：？一？：：：．－2：：：'一：：：8F－

「ある林業役人の社会管見」の著者，松下規矩氏は明治

43年10月東京に生まれ，昭和13年東大林学科を卒業，

その後，帝室林野局，22年大阪営林局，27年長野営林

局，高知営林局，35年林業試験場四国支場，41年関西

支場，44年東北支場，そして46年に定年退職しておら

れる。

この職歴を象てもわかるように著者は林業方面に関し

ての経験が蝋圃で，視野も広く，林業関係の素人でない

といえる。よく自分では素人，素入とものの本に醤いて

おられるが，あまりに度が過ぎるといや味にとれないこ

ともない。本の内容は大きくわけると,1.天邪鬼談議，

1.山官社会展望，Ⅲ、杜陵雑記等にわかれている。

おもな項目を承ると,1では「野鳥を食べることにつ

いて」にはじまり，「天邪鬼礼讃」「偽善礼讃」「民主

主義ぎらい」「利己主義礼讃」雁威主義を嫌う」等が

あり，著者の天邪鬼ぶりと鋭い観察眼を随所に読承とる

ことができる。I1では「小使政治学」にはじまり，「人
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つくりと森林」「メクラ判礼識」「先生ぎらい」「一本

の樹の運命」「丸刈りについて」「獅子身中の虫」等が

あり，プラトン的思考を好まれる著者の面目躍如たるも

のがある。Iでは，「御法難」「昭和辛亥新春奥の広道

紀行」があり，紀行文の中に次のような凝った名文が承

られる。

「駅は立谷川の左岸小高き処にありて降り立てば対岸

の岩山眼前に迫り絶壁危ぐ堂宇を擁す。本坊の傍を過ぎ

り山門をくぐれば石の階巌の裾を縫い右へ曲り左へ返し

奥へ通ず。老杉森森として地上日も射さねば階凍てつき

て歩するに危うし。慈覚大師開基の名刹なれども僻地に

あれば訪れる人もさすがに少なく，時に人影を岩蔭に絶

てば燕翁の蝉声岩にし承入れるが幽かに漏れ聞こゆる心

地す。

〃蝉声を巌に秘めて雪の寺〃

奥の院に辿り着けば日暖かに前庭の雪を照らし，巌峰

の松紺碧の空を摩して松籍を鳴らす」

「森林禅」の著者，山本光氏は明治41年2月京都府

八瀬村に生まれ，昭和11年東大林学科を卒業，その後，

帝室林野局，東大助教授，東京幾業教育専門学校教授を

経て，24年東京教育大学教授，46年定年退官しておら

れる。この略歴からわかるように，著者はその人生の大

半を林学教育にあたっておられ，その間山本玄峰老師の

もとで禅の体験もつまれている。本の内容を大きくわけ

ると,1.林業や樹木に関するもの,ll.日常生活に結

びつけての禅の話,1.山本玄峰老師についての思い

出，Ⅳ．若い人たちにおくる言葉，などである。

おもな項目を承ると,lでは「植林と教育」「照葉樹

林文化と仏教」陸前の柏樹」「江戸時代初期の材木

－Wい_～豈一～､ハグー

屋」などであり，特に「照葉樹林文化と仏教」では，仏

教が伝播してきた地域が植物生態学上照葉樹林とよばれ

る森林の分布地帯と一致している点を指適されているの

は深い洞察力によると思われる。Iでは，「禅つれづれJ

「天地と我と－体」畦活と禅」などがあり，著者の禅

体験と実践からにじ象でた言蕊が心をうつ。Ⅲでは「玄

峰老師」「玄峰老師のお手紙」「理想としての人物」

「私の宗教観と理想としての宗教人」などがあり，著者

の老師に対する愛と尊敬の心が強く感じられる。IVでは

「卒業文集に寄せて」「化け者は作りたくない」膳い

諸君に」「浪費のいましめ」「宗教・迷信・科学」「幸

福」「観音教」「読書」などがある。

山本玄峰老師の言葉として感銘深いものにぼ次のよう

なものがある。

「木をうえることは良いことだ。学問によっては，い

きものをたくさん殺したりしなくては研究できないもの

もあるが，山に木をうえることなら，誰も迷惑を受ける

ものはない」

「同じ林業で生計を立てている村でも，造林人夫を出

している村と伐木人夫を出している村とではおのずから

気風が違う。造林人夫を出す村のほうが，人の気風もお

だやかで人情も篤い」

「心配するなというが，心配は心配りで，心配りはお

おいにしなければならん。しかし，心を痛めるようなむ

だな心配はするものではない」

「親の恩は返せても水の恩は返せない」

以上二つの著書は林業人の書かれた人生の書として有

益である。前者では「知的食欲」をそそられ，後者では

「深い感動」を覚える。
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野生鳥獣保誰育成に関する中間報告

名古屋営林局久々野営林署

みどり1973年3月25-3P46～61

当営林署では新しい国有林づくりにむけて各種のプロ

ジェク1,チームが結成されたが，野生鳥獣保護育成プロ

ジェクトチームもその一つで，一年間の成果について報

告されたものである。

チームの目的とするところは，保護の限界，開発の限

界を見いだして，森林施業と野生鳥獣の保謹との関連性

を見いだすことにあるとしている。

具体的な活動としては，まず森林植生図にもとづき，

標高を加味して野鳥分布図を作成し，第一年目は伐採と

生息状況の関連をつかむために，野麦，千間揮地区に集

中的に調査を実施し，分布予想図の確認を行なった。実

地調査結果を分析したところ，現地と予想図は大差なく

iほぼ適中したといえるが，さらに詳しく承るに，かなり

高いところまで低山の鳥がいることが認められたし，一

般に針葉樹の単純林ほ鳥が少ないといわれているが，大

径木の林ではかなりの鳥が生息しており，とくにカラマ

･ツの一斉造林地ではウグイスくらいしかいないといわれ

ているが，下層植生の状態や他の樹種がはいっていると

迄ろでは，多くはないが各種の鳥がみられた。

巌後に，保謹の立場から，原生林の保存，保残帯の設

置，ヘリによる除草剤散布の反対などの提言を行なうと

ともに，今後これらの関連性を追求し，森林施業と直接

結びつくような結果を得たいとしている。

林の中のゑち－自然探勝路

俵浩三

樹氷1973年3月23-2P10～17

自然探勝路とは，要するに歩きながら自然をこまかに

観察できる歩道であるが，大切なことは身近に具体的に

理解できるように，要所に解説，説明標識，展示施設，

歯
ベンチ，指導標などを有機的に配瞳した，教育的な道路

のことである。

このような歩道は，アメリカでは国立公園やレクリエ

ーションの森などによく鍬られるが，日本では国立公園

の中にわずかに承られる程度でまだ定着していないとし

て，筆者はレクリエーションの森などの中に大いに奨励

されるべきだとして，適地の選定，設計と施工，解説の

方法，自然探勝路の実例などについて述べている。

適地の選定にあたってば，その地域の風景的な特色を

代表するところとし，宿泊施設，あるいは人々が多く集

まるところを中心にして，その長さば1～2キロ程度，

路線の形はループ式がよいとしている。設計と施工にあ

たっては‘その目的とする解説テーマに適した部分をな

るべく多くつらね，かつ地形に順応させることが肝要

で，したがって最短距離や直線道路にはまったくこだわ

らなくてよい。そのほか幅員，勾配など施工上の注意が

述べられている。自然探勝路はいかに快適な歩道ができ

ても，解説方法が適切でないとその価値は失われてしま

うとしているが，要はテーマをしぼって一本の歩道を歩

くと，一貫したストーリーが理解できるように配慮すべ

きだとしている。

最後に，自然探勝路の実例として，「川湯～硫黄山」

自然探勝路をあげて具体的に脱脱している。

亜高山帯天然林の製品生産事業による

漸伐作業

長野営林局臼田営林署

長野林友1973年第2号No.158P15～29

亜高山帯針葉樹林（シラベ，アオモリトドマツなど）

を対象とし漸伐作業を実施している同署川上，八ケ岳の

両製品事業所の成果について報告されたものであるが，

同署では”緑を活かす漸伐作業〃として，このために創

意工夫により自動ストッパー，八ケ岳架線方式，変形八

ケ岳架線方式等を確立して，直角集材を全面的に採用
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し，保残木の林立する中で素材生産を行なっている。と

くにこの作業において，保残木と稚樹の損傷を最少限に

とめる鍵ともなる機械集材作業については，集材能率の

低下を防ぎ，かつ安全性を高めるために，架線方式，搬

器等の考察，改良にとくに意をそそぎ，漸伐作業が蛎業

的に定着してきたといえる。

過去4年間の作業結果を承るに，①稚樹の損傷率は

47％，健全木残存率53％，②木材の生産性は皆伐→全

幹集材方式に比し約68％で必ずしも満足すべき状態で

はないが，択伐方式による集材作業よりは良好，③自

然景観の保持は伐採直後でも皆伐，帯状皆伐に比べて良

好，であったと述べている。

さらに，収穫調査と跡地の更新状況，製品生産事業の

具体的な進め方についても説明されている。

振動障害（レイノー現象）の対策について

林業試験場辻隆道

森林組合1973年3月N0.33P32～37

〃白ろう指〃については，昭和40年ごろから大きな問

題となって世間の関心を集めるにいたったが，国有林で

は7年間におよぶ努力の結果，かなりの効果が象えてき

た。しかし民有林では，その実態把握が困難であり明ら

かでない点もあるが，国有林における努力の成果につい

て述べ参考に供したいとしている。

まず対策として，機械から発生する振動をいかに少な

く，またなくすかという機械の改良，代替機械の開発，

それに伴って機械を使う人の姿勢，作業方法の改善とレ

イノー現象の発症の状況を医学的に追求して治療法，具

体的な予防法を確立することの三つに大別できるとし

て，図表を入れて詳しく説明している。

人
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造園における生態学的技術の問題

東京大学井手久登

国立公園1973年3月279/280P2～5

開発と保謹の両面問題に対して，どのような生態学的

認識とアプローチを持つべきか，また技術段階では生物

的技術としてどのように生態学的成果が利用されていく

かを考えて象ようというのが本論の主旨である。

従来の諸灸の計画および開発において，経済効果との

対比の上で術に低く評価されていたものは土地の生物的

価値であり，まずこのことを第一に取り上げねばならな

いとしている。たとえば，よく発達した森林の土城はい

ちじるしく肥沃化し，土壌中の窒素量はシイ，タブの極

相林で1kg/m2で，硫安に換算すると1,300"/反と

いう莫大な戯になるという。したがって，これらの生物

的価値の消失の上に造成される構築物の工学的，経済的

価値は，生物的それを機能的にも永続的に十分補うもの

でなくてはならないし，公害問題の基本的認識はここか

ら出発しなければならないとしている。

まず，生態学的技術の本質，すなわち生態的技術とい

うのは常に限定的意味において成り立つことを明らかに

し，主体一環境系において生物ないしは生物社会を通じ

て環境を総合的にとらえるのが造園における植物生態学

的技術であるとし，ついで植物生態学的技術の範囲を明

らかにして，植生図を基礎にして立地分析評価を行な

い，土地利用に結びつけようとする試象について築者の

見解を詳しく述べている。こうして造園における生態学

的アプローチも土地利用計画の形に反映するとき，はじ

めて定着した成果の一つとなりえるとしている。

緑化樹木の活用について

厚賀営林署長沢広嘉

さっぼろ林友1973年3月No.177P41～52

管内国有林のいたる所にある，とくに，山ツツジ類,、

シャクナケ類などについて，緑化樹木として現地即売を

実施した結果を報告している。

同署では「緑化樹木(需要に応ずる山出し苗木)活用」

というプロジェクトチームをつくって，販売方法などに

ついて検討した経過，新しい売払方式の採用，実施結果

を詳しく述べている。
－
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この欄では，営林局，県林務部課および関係団体等で発行し

ている機関誌，月刊誌記班などを紹介しています。現在，紹介

の対象としているものは，下記の各誌です。

さっぼろ林友・青森林友・東京桃友・長野林友・名古屋林友・

承やま・高知林友・峻怖林

林(北海通・林務だより（山形)・林業福島・林業とちぎ・林

業ぐんま・林業新潟・石ｿ||の林業・若越の林業（福井)・林業や

まなし．信漉の蕊どり・岐阜県の林業･三重の林業・林業滋賀・

京都の林業・兵庫の林業・島根の林業・ひろしまの林業･林業

山口・長崎の林業・熊本の林業・林業尋やざき

グリーン・エージ・現代林業・林業経済・山林・熱帯林業・

水利科学・測量・木材学会誌・合板工業・林木の育種・自然保

護・治山・国立公園・私たちの自然・世界の農林水産・林材安

全・科学技術庁月報・林野通信・科学朝日

『

’
三
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（3）環境保護地区における森林管理の活動を拡張す

る。

（1）とくに療養地または外人客往来地において森林遊

歩道や休養森林地区への投資を強化する。

（5）学校とSDWとの共同作業をいっそう強化する。

この場合，学校でのSDWの講演や映画活動を従来

以上に推進することを文教大臣に要請する。

（6）森林青少年活動をさらにヨーロッパ範囲にまで拡

大する。

最後に連邦内閣大臣秘書のH.D.Griesau",健全

な風景維持に関し，青少年の価値観を喚起し，若き人々

を森林維持に積極的に引き入れるという教育任務の必要

性に論及した。彼はSDWの行なった模範的青少年活動

に感謝し，そこで森林青少年団活動の受賞団体にSDW

から贈呈する賞を手交した。

2．ドイツ森林青少年団の1972年連邦宿営地

ドイツ森林青少年団(DWDの会員600名がDuiSburg

での3日間の合宿生活で〃'72年の環境庭人間の住める

所ではない〃という標語のもとに'72年聖霊降臨祭をと
ほし

もにした。宿営地はDuisburg市の端，保育された森林

地区にある。同市メルカトル・ホールにおける開催冒頭

にDWJの構成員は，彼らの課題は今後住民と国会議員

の啓蒙を強化することにあるとの結論に達した。H.

Offner博士はこう要望した，啓蒙の仕事は時宜にかな

った少年指導とともにDWJの最上の課題であり，そう

することで住民と国会議員が環境を意識するようにな

り，他方で少年たちは汚物除去を提起しその模範を示す

に相違ない，かくして森林，風景，自然に関する理解が

効果的に広がり将来は環境浄化活動が重要でなくなるに

至るだろうと。

3．エッセンの〃森林，野獣，自然公園〃の展覧会

－どうしたら都市の緑がふやされるか？－

この森林週間の展覧会はエッセン・グルガ公園で'72

年5月12日より開始されたが，その開会において多くの

新聞記者とSDW側の当事者との間で〃記者が問い，風

景保護者が答える〃という舞台問答が行なわれた。

主宰者たる州山林局長Petsch博士はその拶挨におい

て〃単に式辞を述べる人たちだけでなく，参加来賓から

も皆に関連する一つの課題につき聴取する〃という新方

式が採用されてよかろうと述べた。かくして行なわれた

〃いかにして都市に緑を再現しうるか？〃の課題に対し

ての応答を要約すると次のようである。

（1）大きな構内で失われた緑地に対しては必ず再植栽

をすること（内閣代理Neufang)。

②住宅，工場などの密集する地帯に現存する森林の

4
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西ドイツにおける国土緑化運動の25年

日本では全国にわたって緑化行事が行なわれている季

節であるので，ここで，ドイツの緑化運動の一端を“25

JahreSchutzgememschaftDeutscherWald"(Allge-

meineForstZeitschrift,1972年6月号）により紹介す

るとしよう。ドイツではわが国の国土緑化推進委員会に

相当するものとして戦後森林保謹協同体（以下略して

SDWとする）が設立されており，昨年その25周年を

迎え各地で盛んな記念祝祭が行なわれた。

1．フランクフルトでの記念祭

SDWはフランクフルト・アム・マイン市庁のカイザ

ー広間において三つの記念祭を行なった,すなわちSDW

の25年祭，〃樹木の日〃の100年祭，フランクフルi､市

有林の600年祭である。フランクフルト市長は堅忍不抜

と創造精神を必要とする緑化政策に対し責任を自覚して

いると述べ森林関係者に感謝の意を表した。

シュレスウィッと．ホルシュタインの退役首相H.

Lemke博士はSDWの連邦連合の理辮長の立場からフ

ランクフルト市有林の模範的役割を力説し，また今後と

もSDWの目的を理念的に実質的に支持することを多数
の参会者に要請した。

連邦議会の副議長H.S・Vockenhausen博士はヘッ

セン州連合の議長として，きわめて多くの名誉職的仕事

を有するSDWが僅少な金額で多くのことを達成した，

と強調した。彼は100年前に〃樹木の日〃を始めたア

メリカ人モールトンを引用して，戦後ドイツにおける

SDWの仕事との類似性を説いた。現今森林の任務につ

いて変化した目的設定がなされているが，これをす承や

かに認識した緑化関係の人々に彼は感謝した。さらに

SDWは，住民の大多数が緑の肺，空気フィルター，水

貯蔵庫として森林維持の必要性を認め自然生活の埜盤保

持のための森林管理を支持している，という事実に協力

してきたと彼は述べた。終わりに彼は次の要求を提起し

た：

(1)SDWが国土計画的意図と処置を聴取する。

（2）全体の風景保育にSDWがより強力に参加する。
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保存にはあらゆる配慮を講じること(Dr.Cordes教授)。
おお

（3）風景的魅力保持のために森林に蔽われた地帯にお

ける休閑草地の造林を認可すること（州狩猟連合代

表Dr.Griinewald)｡

（4）ラインランドでは煤煙が狩猟鳥獣に及ぼす影響よ

りはむしろ森林伐採が意外のほどこれら自然の利益

を阻害している（山岳協会代表H.L6bbekke)｡

（5）風景の休蕊価値は現存する動物界と平行して推移

することを述べ，いかなる動物も生存しえないとこ

ろはまた風景の休謹価値を失うにいたる(Dr.Sch-

leppeo。

(6)Wattenscheid市の幼児たちのほとんどが気管支

の病気にかかる状態にあり，今や環境保全に乗り出

すぺきときだ（傍聴者$4PrOGrtin''の代表者H.

Schweilz)。

そこでPetsch博士はこう総括した：われわれが都

市により多くの緑地帯をもたらそうとするならば，都市

の一部すべてをもぎ取らねばならぬ画それは莫大な金額

を要し，都市はこれを調達しえない。したがって自治政

策者や工業家が結束してこの解決に助言することが必要

であると。

Delbriick本省局長は大臣の挨拶を伝達し,SDWの

指導による社会的聯業に論及した。また移動展覧会の継

続に対しSDW国連合に感謝の言葉が述べられた。

4．ラインランドにおける'72年森林週間

多くの地方行聯の中から特に州スケールの例として青

少年森林ホームの落成をあげよう。ラインランド営林局

管内に最初の宵少年森林ホームがアイフェルのUrftに

建設された。これはSchleiden営林署に属し営林局によ

って買収された元国民学校を増改築して造られたもので

ある。約120万ドイツマルクで造られ管理室，寝室，教

室を有する森林ホームである。ここはラインランド中で

最も美しい風景の部分で48人を1組として10日間滞在

させる。特にここへは森林に乏しい住宅，工場密集地帯

からのグループが，本来の活動とレクリエーションを適

当に組象合わせ，林業との関連において森林の利用を理

解するために，参加するのである。

落成式には大臣Denekeが出席し，この森林ホームの

管理運営方針をのべ，’年間にわたる準備によりこの模

範的建設を行なったすべての協力者に謝意を表した。そ

して〃正しく若人たちに森林の機能が理解されねばなら

ぬ,しかも特に密染地帯の青少年たちにおいて。けだし，

これら若人たちは，ラインランドにおけるすべての人た

ちの利用に伽えて森林の維持に関する私の仕事を他日支

持することになろう〃と述べた。

ついで営林局関係者，建設工事責任者の挨拶または報

告があり，最後にH.Schumacher市長はアイフェルの
おとり

これからの「媒鳥の鳴声」として青少年森林ホームの建

設を評価した。彼はいう，これは同時に森林の保護を引

き受ける者への警告でもあるので，彼はホーム運営の援

助を約束すると。

5．学校林思想はシユレスウィッヒ・ホルシュタイン

に由来す

第2次世界大戦後Schleswig=Holsteinでは法外な皆

伐によって土地の沃度と気候に大きな危害がもたらされ

た。SDWのC・Gundelachはこう認めた，自己の資任

において森林を所有し，保育する少年たちは森林と自然

に対しより深い理解をもっており，これを尊重しこれを

損なうことをしない。幾多の闘争を経てGundelaChは

官庁当局において彼の学校林理念の実行力ある援助を盤

得した。かくして現在までに約1,000(連邦共和国全体

では5,000)の学校林が設定された。〃森林と教育〃作業

協同体が創設され，実り多き作業が行なわれた。学校林

作業の開始以来この州はSDWに対して学校林に50万

ドイツマルクの投資をした。今でも年を2万～3万ドイ

ツマルクをそれに投じており，林業者の協力のもとに毎

年15～20の学校林が設けられている。毎年〃樹木の日〃

に股もよく育成された学校林に対し卓越した人物から賞

を授けることになっている。

6．二一デルザクセンにおける青少年森林ホームの参

加者

SDWのニーデルザクセン州連合はここへの参加者の

ために〃青少年森林ホームの教育〃なるテキスI､を発行

した。これによって訓練実施を行なったのであるが,'71

年には2,592人の青少年と2,024人の少女が135組とな

り，この森林ホームに2週間滞在した。この参加者は国

民学校から69％，実科学校から12.5％，中（高）等学

校から9％，その他少年グループ9.5％であった。

’72年については計画された参加者グループは計148組

であり，自由参加者はわずか5組であった。生徒の80％

はニーデルザクセン在住であるが，しかしまたベルリン

やブレーメンからの生徒も18組あると考えられる。

ベルリンの森にも青少年ホームがあり，ニーデルザク

センの組との交換が行なわれる。

三井鼎三

☆ ☆ ☆

－36－

坐

と

Q

。■L

一

通

ぺぶ
〆

』

Ⅲ

一き、



ローロロ’二コロ口匡コロロ匡ニコロロZニコロローロロ匡コロロ【ニコロローロロ匡コロロ【ニコロロ匡コロ

ロ

i芝､じウウ情報
天

※ここに紹介する資料は市販されないものです。発行先へ

頒布方を依頼するか，配布先でご覧下さるようお願いいた
します。

口匡ニコロロ亡ニコロロ［ニコロロ亡コロローロロー

究

4．造林事業における技術選択と投資配分の最適化

5．亜高山帯および上部ブナ補における更新に関す

る研究

6．畜産利用が林地保全に及ぼす影響に関する研究

7．まつくいむしの誘引に関する研究

8．ヒノキ林の実態調査

9．牧野における牛の汎骨髄鍔に関する研究

10．永年性木本作物の育種における早期検定法の確

立に関する研究

11．連作障害の相互関連性の究明に関する研究

12．林木の満培養技術の確立に関する研究

まつくいむしによるマツ類の枯損防止に関する研

究

14．害虫の総合的防除に関する研究

15．火災に安全な木質材料の開発

16．施設農業における光質利用の技術化に関する研

究

17．農用地土壌の特定有害物質による汚染の解析に

関する研究

18．カラマツ材の利用技術の開発

B.経常研究

経営，林業機械化，造林，土壌，保護，防災，

木材，林産化学，各部門の主要課題があげられて

いる（省略）

試験研究発表題名一覧

渉外関係等業務

組織，定員，予算

参考資料

（配付先各営林局，林木育種場，各都道

府県林試）

■林業試験場研究報告No.249

農林省林業試験場1972.11B5版150P

コバノヤマハンノキの葉分解と分解成分の行動

山谷孝一

スギ壮齢林の養分含有量に関する研究

原田洸，佐藤久男，堀田庸，蜂屋欣二，

只木良也

透水性砂礫堆積横工の流量調節効果に関する模型実験

と現地試験菊谷昭雄

熊本県五木村の立村計画における林業の諸問題と対策

（研究資料）小林裕

（配付先各営林局，都道府県林試）

3

垂

エ

■大気汚染による農林作物被害の測定方法に

関する研究（研究成果64）

農林水産技術会議事務局1973.2B5版159P

第1章農林作物被害の実態

第2章汚染大気の植物群落内部への侵入

第3章被害の測定法

第4章被害要因の解析

（配付先都道府県農林漁業関係部課

および同試験研究機関）

一

y

唾

Ｉ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ

■昭和46年度農林省林業試験場年報1971

農林省林業試験場1973.2B5版137P

l総説

1．研究の背景

2．研究の動向

3．研究の体制

､11主要試験研究の実施概要

A総合研究

1．カラマツ落葉病抵抗性の遺伝様式の解明に関す
る研究

2．除草剤の森林生態系に及ぼす影響ならびに調査

方法

3．大気汚染の林木の生育に及ぼす影響に関する研

ﾛ

『~"~鯵….….…～"…~"ﾍ゙､.ﾍ…､=｡識､..~､…、
｛ゼ休載のお知らせ

i「林語録｣の執筆者大島卓司氏が癖気療難中；
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第20回林業写真コンクール入選作品発表
1A

応募作品数913点につき去る3月27日審査会を開催し、慎重審議の結果，次のとおり入選作品を決定いたしました。

入選作品一覧表（白黒四ﾂ切一枚写真）

｜題名｜氏名’笈 住

根室市平内町1－3（〒087）

所

特 選
<農林大臣賞）

席
（林野庁長官賞）

高
岡
三
石
江
小
宮
剛
坂
宮
渡
西
西
小
加
宮
小
成
田
臓
植
小
長
中
阿
松
小
熊
大
秋
塚
田

原生林のシマフクロー 橘妙見 〔

飛翔No.1

木炭出し

北山杉

森林のパターン

植樹帯冬景

杉と雪

縄張

冬の唐松林

炭出し

砂防林に育つ若苗

台風の爪後(A)

土留工事現場

記念の木

休日

冬の唐松林

種まき

冬の育苗

冬の植林地

木材倉庫

国宝修理

巣箱かけ

美林

並木

冬の木材置場(B

試験植林地

年輪（1）

冬の木立

秋空

山村市場

防雪林

高原の霧氷

霧氷

深雪の測樹作業

霧氷の山

矢部の杉

山だし

苗木

霧氷の高原

政武

浦仁

嶋正

原豊稔

杉重吉

中英剛

中正人

神宗之助

田克彦

辺澄

中隆

口武則

杉重吉

治康男

阪正一

野光一

田真

村孫悦

西克哉

松茂

杉重吉

沼雄太

島亮輔

部修

永良教

椋精至

本与一

堀武男

山米夫

原景陣

中正人

高知市福井町232－7（〒780）

盛岡市前九年3－21－27（〒020-01）

京都市南区八条内田町16（〒601）

東京都板橋区高島平2丁目33－2－219（〒175）

札幌市中央区南2条西22丁目（〒063）

広島県佐伯郡大野町堤2734－1（〒739-04）

松本市白板1－4－32（〒390〕

松本市岡田松岡反目1365－8（〒390-03）

徳島県小松島市一条通（〒773）

船橋市海神6－10－16（〒273）

堺市北長尾町1町40－4（〒591）

熊本市池田町岩立674（〒860）

札幌市中央区南2条西22丁目（〒063）

福岡市東区箱崎米山町2“0（〒812）

諏訪市豊田文出1064（〒392）

名古屋市熱田区野立町2－43（〒456）

三沢市下久保W46(〒033)

大舘市十二所沢尻（〒018-56）

京都府相楽郡加茂町辻（〒619-11）

青梅市吹上267（〒198）

札幌市中央区南2条西22丁目（〒063）

東京都世田谷区代田5丁目3－10（〒155）

福岡県嘉穂郡稲築町鴨生55（〒820-02）

4,樽市末広町31－15（〒047）

札幌市北区北七条西8丁目（〒06の

倉敷市児島稗田町3998（〒711)

松本市中央1丁目10－13（〒39の

佐原市粉名ロ関東運輸K.K.内（〒287)

山梨県中巨摩郡竜王町樵原2035（〒400-01）

弘前市中野1丁目12-13井上アパート21号(〒036）

松本市白板1－4－32（〒390）

松本市岡田松岡反目1365－8（〒390-03）

青森市松原2丁目9－14（〒030）

松本市筑摩3318（〒390）

福岡県大牟田市明治町1－1－38（〒836）

秋田県横手市大町1－3（〒013）

愛知県宝飯郡一ノ宮町長山光陽製菓内(〒441-12）

松本市白板1－4－32（〒39の

二 席
(日本林業技術協会賞）

一

一一へ

三 席
<日本林業技術協会賞）

作佳

、

感
一

）
、

2

坂神宗之助

小山内文雄

林
平
重増

木武美
一

加賀谷良助

鈴
田
木順喜

中正人
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誉‘,州'州州'州,卿州'’州卿,艸州‘州緬Ⅷ､州州岬州州‘"!"卿‘州"雷篝ノートⅧ'‘‘叩"刷順剛'I11‘‘’‘‘‘'‘‘噌
言

公的な直接統制は避けて自制的な行動がとられるよう三
所 得政策言

に効果的な誘導をしようとする政策です。二

言かつての所得倍増計画のように，ひたすら国民所得この定義どおりのものであればまことに結構な内容量
＝ 琴

冒を増大させようとする政策かと早合点されそうな言葉のものですが，いざ現実への適用の段階でばいろいろ量
＝ ＝

量ですが,この所得政策と朧国民所得の分配のしかたにな経済勢力の主張の口実に利用される危険性をはらむ掌
言ついて，なんらかのコントロールをしようとするものものです。＝

言

冒ですたとえば,米国で'962年以降ケネディ・ジョンソ皇呂＝③

臺人により,機関によって定義にはいくらか差がありン政権下で採用されたガイド･ポスト政策は,所得政臺
冒童すが,経済審議会の物価･所得｡生産性委員会の報策の一例ですが，もっぱら賃金の抑制をねらったもの三

宣告(4'年5月)のなかでは,所得政策とは｢実質生産であったという批判がされております。薑
葺性の伸びを上回る名目分配所得の伸びを抑制することわが国ではまだ実際に所得政策がとられたことはあ皇

識鰻篭雰雪篭駕駕雛霞聴護蕊鑿亨唆驚欝鯰鰯雲
言いろいろな要素(土地･資本の所有者,企業経営者，する声がしきりであるのに対して，当然のことながら三
＝

言労働者）間の所得の分配の割合を,経済に悪影騨（と労働者側からは,賃金上昇を不当に抑圧する意図をも曼
冒くに物価上昇)をおよぼさないように設定し,それをったものであるとして反対の姿勢をとっております。曼
冒 冒
馴luil叩11Ⅱ0川ⅡIⅡ川川ⅡHlIlⅡillⅡ11ⅡIⅡ川lIlllⅡⅡⅡ111肌Ⅱ111ⅡIuIllⅡ18ⅢⅡ11ⅡIIIlIIlIOIⅡM1ⅡⅧ111川ⅡlM1IuIIⅡ1911Ⅱ叩Ⅱ11ⅡlⅡⅡ11Ⅱ11ⅡⅢ1111Ⅱ11Ⅱ1111111MⅡ川IIlllⅡ01Ⅱ111川1111Ⅱ11ⅡIⅡIⅡ01ⅡlⅡⅡ01111Ⅱ''1ⅡIⅡIⅡIⅡ1冊I11IIIⅡⅡ1MⅡ1

又一

1

守

＝

媒

更Jど蜜渓ごだ，譲麗總職篦

公
立
林
試
の
役
割
に
期
待
す
る

近
年
、
自
然
環
境
保
全
に
対
す
る
国
民
的
な
関
心
の
高
ま
り
が
、
森
林
の
あ
り
方
に

多
く
の
期
待
と
批
判
を
寄
せ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
あ
っ
て
、
林
業
は
、
そ
の
森
林
施

業
活
動
を
通
じ
て
木
材
生
産
と
い
う
経
済
的
機
能
と
公
益
的
機
能
の
発
揮
と
を
調
和
で

き
る
も
の
で
あ
る
と
の
立
場
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
重
要
か
と
思
う
。
と
同
時
に
、
こ

の
調
和
を
裏
づ
け
る
具
体
的
な
林
業
技
術
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
林
業
に
要
求

さ
れ
る
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
林
業
試
験
研
究
機
関
と
し
て
、
国
立
林
試
と
公
立
林
試
が
あ
り
、
こ
の
両

者
が
林
業
技
術
開
発
の
母
体
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
総
体
的
に
味
国
立
林
試
を
上

回
る
規
模
の
体
制
を
も
ち
な
が
ら
、
公
立
林
試
の
役
割
が
、
わ
が
国
の
林
業
技
術
の
う

え
に
お
い
て
、
は
た
し
て
正
当
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
評
価
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
公
立
林
試
は
、
各
都
道
府
県
の
自
主
的
運
営
の
発
揮
と
い
う
性
格
を
基

盤
に
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
近
年
の
よ
う
に
、
林
業
な
い
し
は
林
業
技
術
に

対
す
る
要
請
が
、
広
域
化
、
ス
ピ
ー
ド
化
、
具
体
化
の
傾
向
を
強
め
て
く
る
と
、
公
立

林
試
も
自
主
性
の
発
揮
の
み
で
は
対
応
し
が
た
く
、
試
験
研
究
に
対
す
る
国
立
林
試
の

指
導
と
公
立
林
試
間
の
協
力
に
よ
る
総
合
性
の
発
揮
が
な
け
れ
ば
、
林
梁
技
術
の
明
確

化
に
果
た
す
公
立
林
試
の
位
置
づ
け
も
明
ら
か
に
し
が
た
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
立
林
試
と
の
関
連
に
お
い
て
、
公
立
林
試
の
役
割
と
し
て
重
視
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
林
業
技
術
の
実
用
化
の
試
験
研
究
で
は
な
い
か
と
思
う
。
公

立
林
試
は
、
つ
ね
に
林
業
関
係
者
が
ど
ん
な
技
術
の
実
用
化
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
い

い
か
え
る
と
、
林
業
経
営
に
と
っ
て
ど
ん
な
技
術
が
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
を
先
取
り
し

て
、
試
験
研
究
の
目
標
や
課
題
、
体
制
な
ど
が
、
林
業
関
係
者
の
要
望
に
即
応
し
う
る

よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
と
か
く
実
用
化
の
試
験
研
究
は
、

研
究
者
に
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
と
指
摘
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
具
体
的
な
林
業
技
術
の
明

確
化
に
と
っ
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
必
須
要
件
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
最
も
よ

く
な
ま
の
林
業
関
係
者
の
声
を
汲
み
あ
げ
て
、
現
地
に
適
応
し
た
実
用
化
を
実
現
で
き

る
の
が
、
公
立
林
試
で
あ
り
、
こ
の
実
現
化
へ
の
努
力
こ
そ
、
公
立
林
試
に
期
待
さ
れ

て
い
る
役
割
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

国
お
よ
び
都
道
府
県
当
局
の
理
解
と
公
立
林
試
関
係
者
の
活
躍
を
願
う
も
の
で
あ

Ｚ
や
○

（
や
ま
ぱ
と
）

ザ

画

ウ

、

ヱ

－39－



第28回総会(通常)のお知らせ

必

総会ならびに各種行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席下さるようご案内申し上げます。

社団法人日本林業技術協会

理事長福森友久

記
一一一一一

時 間’行
琴O練,F｡fi｡第19回林業技術=ﾝﾃｽﾄ

月日’

5月28周（月）’

会場

|鯆林局会議室

事
凸

5月29日（火）10.00～12.00○理事会
13.00～17.00○第19回林業技術賞受賞者表彰

○第6回林業技術奨励賞受賞者表彰
○第19回林業技術コンテスト受賞者表彰
○第28回総会（通常）
第1号議案
昭和47年度業務報告ならびに収支決算報告の件
第2号議案

昭和48年度事業計画ならびに収支予算および会費
決定の件
第3号議案
昭和48年度借入金の限度額の件
第4号議案
日林協会館建築の件

○藤岡光長賞表彰
17.00○閉会

5月30日（水）10.00～12.00○支部幹事会

’00~'2"':瓢讓,ﾄ雪ﾂ雪駕着懇親会

農林年金会館
〃

〃

〃

〃

1

一

＝4

″
″

主婦会館

主婦会館

油
〆

協会のうごき

，日林協本館移転のお知らせ

日林協本館改築のため，本館内の各部課は6月中旬下

記のところに移転いたします。

総務部総務課，経理課，役員室山啓ピル

航測業務部，開発部金井ピル

総務部事莱課未定

測量部，写真課．〃

し森林航測編集委員会q

3月8日（木）本会会議室において開催

出席者西尾，北jll,日置，渕本，正木，山本の各委

員と，本会から，丸山，渡辺，八木沢，福井

杉山

し林業技術編集委員会q

3月14日（水）本会会議室において開催

出席者中村，中野(真)，西口，杉原の各委員と，本

会から小田，小幡，八木沢，福井，寺崎

し林業技術編集委員会q

4月11日（水）本会会議室において開催

出席者中村，西口，弘中，中野(達)の各委員と，本

会から，小田，小幡，八木沢，福井，寺崎

メ

0

昭和48年5月10日発行

林業技術第374号

編集発行人福森友久

印刷所合同印刷株式会社

１
１
１
１

〉

発行所社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町7（郵便番号102）

湿話(261)5281(f匂～5

編集室（261）3412
（握替東京60448釣

１
１

望士
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＝ ＝
三

＝＝
＝

＝一口」三
「

山火事予知スミボ夕
＝＝＆

一

＝

＝
一

一

：＝

三 ＝＝月＝
一

＝＝＝
図案標語を．．量募集〃

一

ー

＝二
＝

＝
＝

一
一

負
一

三
三1．応募資格
：＝

三何の制限もありません。ご家族でも，学生でも，こ
臺

壹の種の仕事にご理解下さる方どなたでも結椛です。
＝

二2．募集〆切期日および送付先
三

三《）〆切期日
＝

昭和48年7月15日
：＝

二

三例送付先

東京都千代田区六番町7日本林業技術協会三

電話（261-5281）

言3．審査および発表

言《）審査員
＝

日本林業技術協会理事長その他＝

三（剛発表方法
三 入賞者に直接通知するとともに，本協会会誌「林
三
三 業技術」に発表

作品（例）（昭和47年ポスター）

＝

目＝

4 ．入賞＝

入賞者には，賞状および記念品を贈呈する。皇
＝

］等儂譲鯛蕊桝W繍蕊富記亨
念品三

z等{薦:鯛鴬として5,00,門程度の記亨
念品三

三
佳作若干名に記念品

5．ボスター作成

入選作品のうち特に優秀なものば，昭和48年三
＝

度本協会山火事予知ポスターとして使用す三

る 。＝
＝

6．作品の要領＝

（ｲ）要旨

山林火災予防を国民一般に周知させ，森林愛皇

謹の必要性を強調したもの。但し未発表の創言
言

作 に限る。＝

③用紙の大きさと色彩

大きさB4版縦37cm,横26cmを標準とし，言
＝L

た てがきとする。三
＝

＠色彩7色以内。（油彩，水彩，クレヨン，言
三

何 でも可）＝

、予知紙を入れる窓(8cm×8cm)を必ず作言
壹

る こと。＝

＠山火事予知標示色（明るい紫味青，にぶ青皇
＝

味紫，灰味赤紫，にぶ赤紫）の4色は必ず三
三

使 用のこと。三

＠山火事危険全国推移図もとり入れること。旨．

例標語(山火事予防)について文語口語,長冒

さも自由｡但し,山火郵予防,森林愛護を強皇
：＝

調した適切なもの。三

㈲作品の裏面にも住所,氏名を必ず明記のこと。薑

7．その他
＝

《）図案，標語必ずしも一緒でなくても結構で言

す。

㈲入賞に値する作品が2点以上ある場合は上位言
三

1点の象入賞とする。三

㈹応募作品は一切返還しません。

㈲入選作品の著作権はすべて日本林業技術協会言
に帰属する。言

皇
＝

〃

丞
》
一
《

▲＝

＝
＝

＝
･＝＝
＝

＝
＝
ー

＝
＝

＝
＝
一

一

一

＝
＝

＝
＝＝『

＝
＝：
＝
一

＝
＝

＝
＝
一

一

＝
＝
＝
一

＝
＝

＝
ニー
ーロ

ー
ー
ー

＝
一

一

＝g
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弓二

弓二け
＝
＝

＝
ー

‘＝＝
＝g
＝
4■■■

呂＝
一

一

＝
＝
ー

ｰ

＝
＝
＝
冒＝
一

一

＝
＝
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一

＝
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■

二言
一

■■■■P

ー

＝
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＝
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＝二
一

一
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＝
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＝
一

一

ー

＝
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＝
一

＝
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言社団法人日本林業技術協会
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国
有
林
と
地
域
経
済
’
四
国
の
鬮
有
林
，
鵡
鋤
恥
認
諦
Ａ
鴎
、
釧
乎
円

こ
れ
か
ら
の
事
務
を
考
え
る
林
業
技
術
研
究
会
編
新
幟
判
釧
ハ
軍
○
円

ｌ
私
た
ち
の
仕
事
と
電
子
計
算
機
Ｉ

Ａ
・
Ｃ
・
ウ
ォ
ー
レ
ル
原
著
／
松
島
良
雄
・
小
沢
今
朝
芳
訳

森
林
政
策
原
論
雄
零
誤
○
円

本
書
は
米
国
エ
ー
ル
大
学
（
森
林
政
策
担
当
）
の
ウ
オ
ー
レ
ル
教
授
近
著
の
訳
で
、
人

女
と
森
林
と
の
関
係
Ⅱ
森
林
環
境
政
策
形
成
の
原
理
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
実
際
に
政

策
問
題
を
処
理
さ
れ
て
い
る
方
盈
や
森
林
政
策
を
専
攻
の
学
徒
に
と
っ
て
必
読
の
書

森
林
風
致
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
噸
崎
篭
噛
鐸
Ａ
蝿
、
剛
顕
○
門

図
と
写
真
で
学
ぶ
作
業
の
や
り
方
ス
リ
ー
ェ
ム
Ｂ
六
判
Ⅷ
頁

研
究
会
編
価
六
五
○
円

図
説
造
林
技
術
造
林
技
術
研
究
会
編
鑑
釧
幾
価
千
円

覇
大
鴬
瀧
鐸
カ
ラ
マ
ツ
材
の
需
給
構
造

Ａ
五
判
加
頁
価
一
、
二
○
○
円

林
野
庁
業
務
課
騰
修
担
当
区
主
任
の
一
年

Ｂ
六
判
加
頁
価
六
五
○
円

林
野
庁
計
画
課
編
立
木
幹
材
積
表

Ｂ
六
判
細
頁
価
九
○
○
円

集
材
機
作
業
テ
キ
ス
ト

伐
木
造
材
作
業
テ
キ
ス
ト

図
解
に
よ
る
伐
木
造
材
作
業
法
鋤
職
婚
錨
や
瀞
峰
Ａ
睡
判
必
壺
○
円

林
道
の
軌
跡
と
展
開

一林業経営双書一
典

福
岡
鈴
木

赤
井

田
中
純
一
箸

克
也
著
喬
箸

英
夫
箸

木
材
需
給
の
動
向
と
展
望
露
二
集
〕
価
捌
円

１
１
木
材
市
場
の
今
後
を
示
唆
し
た
爵
ｌ

日
本
の
林
業
賃
金
騒
五
集
〕
価
剛
円

林
業
金
融
の
展
開
過
程
露
六
集
〕
価
釧
円

林
道
の
機
能
と
林
道
事
業
〔
第
七
蕃
価
訓
円

Ｉ
Ｉ
特
に
枕
遣
の
公
道
的
性
格
の
織
溌
賑
に
つ
い
て
Ｉ

典
ｉ
Ｉ
１
Ｊ
ｌ
１
、
《

△

林
野
庁
林
道
課
創
設

加
年
記
念
刊
行
会
編

林
野
Ｂ
五
判

フ
ア

庁
監
修

カ
ー
ド
式

イ
ル
付

Ａ
五
判
Ⅱ
頁

価
一
、
ｇ
○
○
円

〒162東京都新宿区
市谷本村町28

ホワイI､ピル

日本林業調査会
電話(269)3911番
振替東京98120番

価価

三
五
○
円

三
○
○
円 【第1,3,4集絶版〕
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日
本
森
林
立
地
図
霧
鰯
畷
藍
４
０

森
林
土
壌
図
、
植
生
図
、
温
量
指
数
図
、
年
降
水
量
・
最
深
積
雪

図
の
四
図
と
説
明
書
か
ら
な
る

立
木
資
産
会
計
論
罐
淑
唖
弛
声
４
０

林
業
に
お
け
る
会
計
基
準
適
用
の
限
界
と
立
木
資
産
の
自
然
増
価

に
関
す
る
研
究
解
説

森
林
害
虫
増
踏
蝋
蕎
８
０

分
類
同
定
／
形
態
／
加
害
様
式
／
類
別
／
検
索
表
／
生
態
／
防
除

法
／
主
要
樹
種
の
害
虫
／
主
要
害
虫
概
説
／
採
集
と
標
本
作
製
法

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０

１
８
８
８
８
８
皿
加
皿
Ⅳ
８
５
８
１

１

１

－
Ｔ
－
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－
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－
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－
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Ｔ
－
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－
Ｔ
－
Ｔ
－
Ｔ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
５
５
０
０
０
０
０
２
０
０

８
６
７
５
４
４
釦
ｍ
詔
哩
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２
６
８

￥
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￥
￥
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￥
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￥
￥
￥
￥
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●
●
●
●
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●
●
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●
●
●
●
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著
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著
著
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著
著
著
著

》
》
》
》
悸
酷
》
》
蒔
澤
》
磁
韓
》

↓

西
渡
梅
飯
丸
山
戸
戸
伊
伊
大
の
山
松

蔀
棉
搾
搾
》
》
恥
州
轆
州
細
諏
》
》
禅
誹
能

》
悟
》
』
》
峰
》
峰
峠
信
》
吟
挿
郵
峠
郡
需
櫓
》
》
林
》
会

実
シ
実
シ
実
シ
実
シ
実
シ
実
シ
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和
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積分車帰零-0.bac装置一測定開始時ワンタッチで目盛をO位置にセットできます。二度の
読取りや差引き計算の必要がありません。

直進式-Lineartype-極針がないので図面上に置いただけで使えます。長大図面の測
定も一度で済みます。

NQOO1単式=¥15,000No.002遊標複式=¥16,500ルーペ式と指針式があります｡

驚瀧

謬爵鞠

NO.S-25トラコン
牛方式5分銃コンパストランシツト

蟄遠鏡……･･…･…･･･…･･…l2X

水平分度5分読･“･･婦零装置付

￥27，500

森林測量に新分野を拓くウシカタ

1---"且雑榊f"も'鼻帳一“一

N0.9D･1sD…ワイド輪尺
測定長が伸びるジュラルミン製のｽﾏｰﾄな輪尺

No．9，……･･･…････…･･90＠mまで寺¥6,500

N0．13，．…･･･…････・I30c畑まで=¥7,700

コンドルT-22
牛方式双視実体鏡

2人が同時に同じ写真像を鯉測できます。

￥250，000

皿 牛方商号 東京都大田区千鳥2-12-7★誌名ご記入の上カタログご餓求ください。TEL(Z50)0242代表〒145
ushik塾t二
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林
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生かさず／殺さず／除草剤？

＊ササ・ススキ（カヤ）の抑制除草斉l1

リグ⑬フ
粒剤4．粒剤10・液剤30林野の除草に－

定評ある三共の農薬 ◎毒性が極めて低く、爆発､火災などの危険性がない安全な薬剤

◎ササ・ススキにすぐれた抑制～枯殺効果

◎植栽木に対する薬害の心配がない

◎秋一ササ･ススキの出芽初期が散布適期ですので幾閑期に散布

できる

◎遅効性で顔境を急激に変えず雑草木の繁茂を抑える

⑳
北海三共様式会誠

九州三共涯式害就三共株式害就
東京部II1央区銀服3－10－17
仙台･名古躍･大阪･広儲･商機

腱莱部
支）,t『 ■資料進呈■

デンドロメータ、型 (改良型日林協測樹器）
35，000円（送料共)20mテープ1,500円

菫
一
宅
四
号

形式

高さ

巾

長さ

重量4609ｍ
ｍ
ｍ

ｍ
ｍ
ｍ

７
０
１

４
５
５

１
１
１

主な用途

a.ha当り胸高断面積の測定

b.単木および林分平均樹高の測定

c.ha当り材職の測定

d.傾斜度測定

e,方位角測定および方位設定

定
価
頁
一
千
頚
送
料
土
ハ
円東京都千代田区六番町7課日本林業技術協会鳥篭甥)農2:'0(勝灘
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